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台風19号豪雨による被害特集

台風19号の被害で北相之島住民の

避難援助を行う消防団員

　
こ
の
た
び
の
台
風
19
号
に
よ

り
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に

は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。



2019年11月号 ・２・

　

10
月
11
日
か
ら
降
り
始
め
た
雨
は
13
日
早
朝
ま
で
降
り
続
き
、
米
子
地
区
で

は
土
砂
が
崩
落
し
、
電
柱
の
倒
壊
で
国
道
４
０
６
号
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
し

た
。
市
内
の
多
数
河
川
が
増
水
し
、
八
木
沢
川
が
内
水
氾
濫
、
千
曲
川
が
越
水

し
、
豊
洲
地
区
を
始
め
多
く
の
地
区
が
水
に
浸
か
り
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

須
坂
市
で
は
避
難
指
示
を
発
令
し
、
北
部
体
育
館
を
始
め
18
施
設
に
避
難
所

を
開
設
し
ま
し
た
。
12
～
13
日
に
か
け
て
１
８
３
５
人
の
市
民
が
避
難
さ
れ
、

避
難
所
の
駐
車
場
で
は
約
１
５
０
人
の
方
が
車
中
泊
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
台
風
19
号
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
現
在
も
１
０
０
人
を
超
え
る
方
が
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

被
害
状
況

人
的
被
害　

軽
傷
６
人

建
物
被
害　

火
災
全
焼
１
棟

　
　
　
　
　

床
上
浸
水
１
８
６
棟
（
北
相

　
　
　
　
　

之
島
町
、相
之
島
町
、小
島
町
）

　
　
　
　
　

床
下
浸
水
82
棟
（
北
相
之
島

　
　
　
　
　

町
、
相
之
島
町
、
小
島
町
）

農
業
被
害　

約
３
０
７
０
万
円

※
10
月
24
日
現
在
の
被
害
状
況
で
す
。
今

後
増
え
る
見
込
み
が
あ
り
ま
す
。

台
風
19
号
豪
雨
に
よ
る
被
害

10月13日午前６時ごろの北相之島団地

日滝原産業団地に集められた災害ゴミ



2019年11月号・３・

特集　台風19号豪雨による被害　

10月13日午前６時50分ごろのファミリーマート須坂相之島
店前の県道村山・小布施停止場線の浸水状況

10月14日午後１時ごろの林道米子不動線の崩落
現場

10月13日午前６時ごろの沼目町の
ラウンドアバウトとその周辺道路
の浸水状況

10月13日午前７時30分ごろの井上町
の畑

10月13日午前６時30分
ごろの北相之島団地

10月14日午前11時ごろの北相之島団地（住宅
の外壁や車から浸水状況がうかがえる）

10月13日午前６時30分ごろの千曲川

■
10
月
12
日

午
前
10
時
56
分　

大
雨
洪
水
警
報
発
表　
　

午
後
３
時　
　
　

▼
須
坂
市
災
害
対
策
本
部
を

　
　
　
　
　
　
　

設
置

　
　
　
　
　
　
　

▼
百
々
川
避
難
判
断
水
位
を

　
　
　
　
　
　
　

超
え
た
た
め
、
百
々
川
流
域

　
　
　
　
　
　
　

６
町
に
避
難
準
備
・
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　

等
避
難
開
始
を
発
令

午
後
４
時
30
分　

土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
た

　
　
　
　
　
　
　

め
、
仁
礼
、
豊
丘
地
区
６
町

　
　
　
　
　
　
　

に
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

　
　
　
　
　
　
　

難
開
始
を
発
令

午
後
４
時
40
分　

千
曲
川
氾
濫
注
意
水
位
に
達

　
　
　
　
　
　
　

し
た
た
め
、
千
曲
川
流
域
６

　
　
　
　
　
　
　

町
に
避
難
準
備
・
高
齢
者
等

　
　
　
　
　
　
　

避
難
開
始
を
発
令

午
後
４
時
45
分　

土
砂
災
害
警
報
情
報
発
表

午
後
５
時
10
分　

土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
た

　
　
　
　
　
　
　

め
、
井
上
町
、
下
八
町
に
避

　
　
　
　
　
　
　

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

　
　
　
　
　
　
　

始
を
発
令

午
後
５
時
50
分　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表
を

　
　
　
　
　
　
　

受
け
て
、
米
子
町
に
避
難
準

　
　
　
　
　
　
　

備
情
報
を
発
令

午
後
６
時
10
分　

大
雨
特
別
警
報
発
表　
　

午
後
８
時　
　
　

千
曲
川
が
避
難
判
断
水
位
に

　
　
　
　
　
　
　

達
し
た
め
、
千
曲
川
流
域
17

　
　
　
　
　
　
　

町
に
避
難
勧
告
を
発
令

午
後
８
時
15
分　

八
木
沢
川
の
水
位
が
上
昇
し

　
　
　
　
　
　
　

た
た
め
、
本
郷
町
、
高
橋
町

　
　
　
　
　
　
　

に
避
難
勧
告
を
発
令

午
後
11
時
45
分　

千
曲
川
氾
濫
危
険
水
位
に
達

　
　
　
　
　
　
　

し
た
た
め
、
千
曲
川
流
域
17

　
　
　
　
　
　
　

町
に
避
難
指
示
を
発
令

■
10
月
13
日

午
前
０
時
５
分　

八
木
沢
川
が
内
水
氾
濫
の
危

　
　
　
　
　
　
　

険
が
あ
る
た
め
、
北
相
之
島

　
　
　
　
　
　
　

町
に
警
戒
レ
ベ
ル
５
を
発
令

午
前
０
時
50
分　

千
曲
川
が
氾
濫
す
る
恐
れ
が

　
　
　
　
　
　
　

あ
る
た
め
、
千
曲
川
流
域
17

　
　
　
　
　
　
　

町
に
警
戒
レ
ベ
ル
５
を
発
令

午
前
０
時
57
分　

暴
風
警
報
発
表　
　
　
　

午
前
１
時
42
分　

北
相
之
島
町
の
堤
防
を
千
曲

　
　
　
　
　
　
　

川
が
越
水

～
大
雨
洪
水
警
報
か
ら
千
曲
川
の
越
水
～



減
免
の
お
知
ら
せ

2019年11月号 ・４・

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

台
風
被
災
農
家
の
支
援

　

台
風
19
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

方
に
税
金
な
ど
の
減
免
や
農
家
の

方
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　

被
災
状
況
に
よ
っ
て
は
減
免
制

度
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

主
だ
っ
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
困
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
関
係
機
関
と
も
連
携

し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

支
援
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　

象

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

▼
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

▼
所
有
す
る
住
宅
や
家
財
、
そ
の

他
の
財
産
に
つ
き
被
害
金
額
（
保

険
金
、
損
害
賠
償
金
な
ど
に
よ
り

補
充
さ
れ
た
金
額
を
除
く
）
が
、

そ
の
価
格
の
お
お
む
ね
２
分
の
１

以
上
で
あ
る
損
害
を
受
け
た
場
合

免
除
期
間

　

令
和
元
年
９
月
分
～
令
和
３
年

６
月
分

対　

象

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

▼
床
上
浸
水
し
、
住
宅
や
家
財
、

そ
の
他
の
財
産
に
著
し
い
損
害
を

受
け
た
方

▼
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
１

千
万
円
以
下
の
方
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
除
く
）

問
合
せ

▼
国
民
健
康
保
険
税
…
税
務
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
健

康
づ
く
り
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

▼
介
護
保
険
料
…
高
齢
者
福
祉
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

　

次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
、
医
療
機
関
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
の
窓
口
で

申
告
す
る
と
、
窓
口
負
担
や
利
用

料
の
支
払
い
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
対
象
に
な
ら
な
い

費
用
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
と
な
る
方
に
は
、

証
明
書
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

対　

象

①
住
居
の
全
半
壊
、
全
半
焼
、
床

上
浸
水
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
被

災
を
さ
れ
た
方

②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し

ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
わ
れ
た
方

③
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が

不
明
で
あ
る
方

④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を

廃
止
、
ま
た
は
休
止
さ
れ
た
方

⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、

現
在
収
入
が
な
い
方

免
除
期
間

　

10
月
12
日
～
令
和
２
年
１
月
末

問
合
せ

▼
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
…
健
康
づ
く
り
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

▼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
…
高
齢
者

福
祉
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

　

果
樹
の
改
植
に
要
す
る
苗
木
の

購
入
補
助
や
薬
剤
の
購
入
補
助
、

災
害
対
策
融
資
の
利
子
補
給
な
ど
、

経
営
再
建
支
援
策
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
浸
水
に
よ
り
故
障

し
た
農
業
機
械
や
農
業
用
施
設
は

農
業
用
被
災
証
明
書
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
農
林
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
修
繕
、
買
い
替

え
た
場
合
、
助
成
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
請
求
書
や

領
収
書
な
ど
の
証
拠
書
類
と
写
真

の
保
存
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

【
市
民
税
】

対　

象　

前
年
中
の
合
計
所
得
金

額
が
１
千
万
以
下
の
方
の
う
ち
、

▼
住
宅
が
床
上
浸
水
し
、
住
宅
や

家
財
が
著
し
い
損
害
を
受
け
た
方

▼
農
産
物
の
被
害
に
よ
り
減
収
額

が
10
分
の
３
以
上
で
あ
る
農
家（
兼

業
農
家
の
場
合
、
農
業
所
得
以
外

の
所
得
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
方
）

【
固
定
資
産
税
】

▼
お
お
む
ね
当
該
固
定
資
産
の
価

格
の
10
分
の
２
以
上
の
価
値
を
減

じ
た
と
き

注
意
事
項

　

い
ず
れ
の
場
合
も
保
険
金
や
損

害
賠
償
、
農
業
共
済
金
な
ど
に
よ

り
補
て
ん
さ
れ
る
べ
き
金
額
を
除

き
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

市
税
の
減
免

〇
市
営
住
宅
の
募
集
中
止

〇
須
坂
市
災
害

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

国
民
年
金
保
険
料
の
減
免

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
お
よ
び
介
護

保
険
の
保
険
料
（
税
）
の
減
免

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
・
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
窓
口
負
担
の
免
除

※
令
和
２
年
７
月
分
以
降
は
、
改

め
て
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

▼
長
野
北
年
金
事
務
所

（
☎
０
２
６
‐
２
４
４
‐
４
１
０
０
）

▼
健
康
づ
く
り
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

11
月
の
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

は
、
台
風
19
号
の
被
災
さ
れ
た
方

の
住
宅
確
保
の
た
め
、
中
止
し
ま

す
。
状
況
に
よ
っ
て
は
12
月
以
降

も
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社

須
坂
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
６
‐
２
１
４
‐
５
６
２
０
）

　

多
く
の
方
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
受
付
時
間

午
前
９
時
～
11
時
30
分

※
雨
天
時
は
活
動
し
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ　

日
野
地
域
公
民
館
体
育
館

主
な
作
業　

▼
土
砂
の
取
り
出
し

▼
ゴ
ミ
の
運
搬
▼
家
屋
の
片
付
け
・

掃
除
▼
家
財
の
運
び
出
し　

な
ど

※
作
業
が
で
き
る
服
装
で
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
２
６
‐
２
４
６
‐
２
２
７
６
、

０
２
６
‐
２
４
６
‐
２
２
８
０
）

　

状
況
に
よ
り
、
活
動
内
容
に
変

更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
広
報
須
坂
11
月
号
の
25
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
」は
行
い
ま
せ
ん
。



2019年11月号・５・

　台風19号の豪雨により、千曲川の越水、八木沢川の内水氾濫などが発生し、家屋や農地、道路

など公共施設などにも甚大な被害を受けました。被害に遭われた皆さまに心からお見舞いを申し

上げます。自宅が被害に遭われた方は、１日も早く自宅での生活ができるように支援を行い、

また、県営住宅にお住いの方は県営住宅の管理者である県と連携して対応しております。なお、

自宅が損壊して、再び住むことのできない方の住宅を確保してまいります。被災者の皆さまは、

心身ともにご苦労な状況にありますが、どうか健康にはご留意ください。須坂市としても、引き

続き復旧、復興に全力をあげて取り組んでまいります。

　また、消防団の皆さんには、災害発生前から警戒にあたっていただき、災害発生後も救助や被

害を最小限に留める活動を精力的に取り組んでいただきました。

　避難所は、できるだけ快適に過ごせるように運営してきました。梨やブドウなどの果物の差し

入れ、食事や物品の提供など、さまざまな温かいご提供をいただきました。（運営について、専

門家からお褒めのお言葉を頂戴しました。）

　排水の受け入れを停止していたクリーンピア千曲は、10月19日より受け入れが再開されました。

市民の皆さまには節水などのご協力をいただきありがとうございました。現在は、非常時に国が

認める汚水を塩素消毒だけで河川に放流する「簡易処理」を行っていますので、野菜などの固形物

や油類、髪の毛を流さないなどの環境負荷に配慮した下水道の利用をお願いします。

　多額な被害が生じた農業については、JAながの、農業委員会、NOSAI長野などと連携して、対応

を検討しております。 

　10月15日にボランティアセンターを開設し、市社会福祉協議会が主体となって運営しています。

すでに市内外から多くのボランティアに活動していただいております。また、須坂青年会議所に

は開設当初から活動していただいております。引き続き、多くのボランティアへの参加をお願い

してまいります。（センターの運営に関して、全国的にボランティア活動をされている方から、100

点満点の運営というお褒めのお言葉を頂戴しました。）

　災害ごみおよび災害汚泥の処理が大きな課題となっております。北相之島町を中心に区民、ボ

ランティア、自衛隊、法務省特別機動警備隊、塩尻市などの県内外自治体などのご協力を得て排

出を進めております。災害ごみ集積所は、ごみがしっかり分別されており、環境省の専門家が感

心していました。これは、日ごろから市民と廃棄物処理業者、市職員の分別意識と連携の成果と

考えております。 

　上記の支援団体のほか、三浦市、新
し ば た

発田市を始め、長野県、福井県、国土交通省、経済産業省、

厚生労働省、民間団体、個人で支援してくださった方など多くの温かい支援を受けています。須

坂新聞、G
グ ー ラ イ ト

oolight の地域に根ざした報道も貴重です。 

　市では復興支援に伴う緊急寄附受付フォーム（ふるさと納税）を開設しました。一般の義援金も、

地域公民館などの公共施設で受け付けています。すでに、多くのご寄附をいただいております。 

　また、災害に関する情報を市ホームページ、ツイッター、フェイスブック、防災行政無線など

で発信しております。インターネット時代、市内外の方から有益な情報をインターネットを通じ

て寄せていただいております。 

　信州須坂ハーフマラソンなどのイベントが中止となり、米子大
だ い ば く ふ

瀑布への林道は通行止めになり

ましたが、温泉宿泊施設、峰の原高原、蔵の町並み、果物狩り（一部地域を除く）などは、平常ど

おりの状況です。台風19号による風評被害で秋の観光に影響がでないよう、市では情報発信を積

極的に行っていきます。須坂を元気にさせるためにも、市民の皆さんお一人お一人も須坂市の発

信をお願いします。 

　ワールドカップラグビーが開催されています。ラグビー用語の「One for all, All for one」

の「One for all」は「一人はみんなのため」に、「All for one」は、「みんなは一つの目標のた

めに」という意味です。復旧、復興という「一つの目標」に向かって、多くの皆さまのご支援、

ご協力をいただいております。「オール須坂＋α（市外の協力）」で、歴史的ともいえるこの困難を

乗り越えていきましょう。

　多くの皆さまに感謝を申し上げて結びの言葉とさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須坂市長　三木正夫

「One for all, All for one」、「オール須坂＋α」
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消　防

申込・問合せ　消防本部総務課（☎026‐245‐4100）

消防団は地域防災の要
～消防団員を募集しています～

■消防団の管轄区域

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、

局
地
的
な
暴
雨
が
頻
発
し
、
住
民

の
生
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

地
域
防
災
力
の
要
と
し
て
消
防
団

が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
の
高
齢
化
や
少

子
化
、
社
会
の
就
業
構
造
の
変
化

な
ど
に
伴
い
、
消
防
団
員
の
確
保

が
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
地
域
の

防
災
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

消
防
団
員
と
は

　

消
防
本
部
や
消
防
署
と
同
様
、

消
防
組
織
法
に
基
づ
き
市
町
村
に

設
置
さ
れ
て
い
る
消
防
団
は
「
非

常
備
の
消
防
機
関
」
で
す
。

　

平
常
時
は
生
業
に
従
事
し
、
災

害
時
は
市
の
消
防
活
動
に
従
事
し

ま
す
。
活
動
は
ま
さ
に
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
強
い
使
命
感
と
郷
土
愛
、

助
け
合
い
か
ら
成
り
立
ち
、
地
域

に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安
全

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

【
消
防
団
員
の
身
分
】

　

非
常
勤
の
特
別
職
地
方
公
務
員

　

で
す
。

【
消
防
団
員
の
処
遇
】

▼
手
当
の
支
給
…
災
害
や
訓
練
な

　

ど
に
出
動
し
た
場
合
は
、
出
動

　

手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
報
償
金
の
支
給
…
一
定
期

▲豪雨による千曲川堤防漏水などに対し
約300人の消防団員が出動（平成18年7月）

　

間
以
上
勤
務
し
、
退
団
し
た
と

　

き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
公
務
災
害
補
償
…
消
防
団
活
動

　

で
死
亡
し
た
り
、
病
気
ま
た
は

　

負
傷
し
た
場
合
は
、
本
人
や
遺

　

族
に
対
し
て
補
償
さ
れ
ま
す
。

▼
表
彰
制
度
…
団
員
の
士
気
の
高

　

揚
と
そ
の
労
苦
に
報
い
る
た
め
、

　

表
彰
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
服
装
の
貸
与
…
法
被
や
長
靴
、

　

活
動
服
、活
動
用
レ
イ
ン
コ
ー
ト

　

な
ど
の
被
服
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
員
の
活
動

【
分
団
・
部
の
活
動
】

　

管
轄
す
る
町
ご
と
に
、
分
団
や

部
（
左
表
参
照
）を
構
成
し
て
い
ま

す
。

　

団
員
と
自
治
会
が
連
携
し
て
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

【
災
害
時
の
主
な
活
動
】

▼
火
災
発
生
時
…
消
火
活
動
や
残

　

火
処
理

▼
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模

　

災
害
時
…
救
助
・
救
出
活
動
、

　

警
戒
巡
視
、
避
難
誘
導
、
災
害

　

防
ぎ
ょ
活
動
、
行
方
不
明
者
の

　

捜
索　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
平
常
時
の
主
な
活
動
】

▼
消
火
訓
練
や
水
防
訓
練

▼
春
と
秋
に
行
う
火
災
予
防
運
動
、

　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

▼
ラ
ッ
パ
吹
奏
や
音
楽
隊
に
よ
る

　

火
災
予
防
啓
発
活
動

▼
ど
ん
ど
焼
き
、祭
事
な
ど
の
警
戒

▼
歳
末
特
別
警
戒　
　
　
　

な
ど▲歳末特別警戒の様子

管轄区域

【１部】穀町、上町 【２部】坂田町、南原町

【１部】本上町、上中町、中町、常盤町
【２部】屋部町、小山町、北原町

【１部】横町、東横町、立町
【２部】南横町、北横町、馬場町、西町、
　　　須坂ハイランド町、田の神町
【３部】八幡町、境沢町

【１部】春木町、新町、太子町、相森町
【２部】高橋町、大谷町、本郷町

【１部】高畑町、旭ケ丘町、北旭ケ丘町、
　　　松川町、光ケ丘ニュータウン
【２部】南小河原町、小河原町、新田町
【３部】小島町、豊島町
【４部】相之島町、北相之島町

【１部】高梨町、五閑町 【２部】塩川町
【３部】沼目町 【４部】八重森町
【５部】村山町

【１部】井上町 【２部】福島町
【３部】中島町 【４部】九反田町
【５部】幸高町 【６部】米持町 【７部】二睦町

【１部】下八町 【２部】上八町
【３部】野辺町、望岳台
【４部】村石町、明徳町

【１部】仁礼町(仙仁、瀬之脇、宇原、西原、
　　　浅間塚、福沢)、峰の原高原
【２部】仁礼町(常盤、中村、新田)
【３部】仁礼町(関谷、栃倉)

【１部】亀倉町、夏端町 【２部】米子町
【３部】塩野町

【１部】豊丘町、大日向町 【２部】豊丘上町

分団名

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

第５分団

第６分団

第７分団

第８分団

第９分団

第10分団

第11分団



　

台
風
19
号
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
方
々
に
対
し
ま
し
て
衷

ち
ゅ
う
し
ん

心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

千
曲
川
や
八
木
沢
川
流
域
の

越
水
、
仁
礼
地
区
の
土
砂
災
害
、

用
水
路
の
氾
濫
な
ど
に
対
し
、

全
分
団
を
挙
げ
て
土
の
う
積
み

に
よ
る
水
防
活
動
や
ボ
ー
ト
に

よ
る
救
出
な
ど
に
全
力
で
対
応

し
ま
し
た
。

2019年11月号・７・

【
ラ
ッ
パ
隊
の
活
動
】　

　

消
防
団
本
部
正
副
ラ
ッ
パ
長
の

も
と
各
分
団
所
属
の
ラ
ッ
パ
手
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

須
坂
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
は
、

長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に

出
場
し
た
14
大
会
中
、
優
勝
12
回
、

準
優
勝
２
回
の
成
績
を
収
め
、
東

【
音
楽
隊
の
活
動
】

　

昭
和
60
年
の
音
楽
隊
結
成
以
降
、

毎
年
演
奏
会
を
行
い
、
今
年
で
35

回
目
（
詳
細
は
下
記
参
照
）を
迎
え

ま
す
。
音
楽
を
通
じ
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
予
防
消
防
を
呼
び
か
け
、

皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
消
防
団
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。▲消防団音楽隊定期演奏会の様子

　　　　　　　 (平成30年11月)

【
女
性
消
防
団
員
】

　

音
楽
隊
に
23
人
、
分
団
所
属
で

10
人
の
計
33
人
が
在
団
し
て
お
り
、

救
急
法
の
講
習
や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

充
実
強
化
に
向
け
て

地
域
と
連
携

【
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
】

　

消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所
を
認
定

し
、
市
と
県
が
一
定
の
優
遇
措
置

を
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
満
た
す

と
認
定
さ
れ
ま
す
。

▼
消
防
団
員
２
人
以
上
を
雇
用

▼
消
防
団
活
動
に
対
す
る
勤
務
上

　

の
配
慮
が
で
き
る

▼
災
害
時
の
資
機
材
な
ど
の
提
供

　

が
で
き
る

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

消
防
団
協
力
事
業
所
一
覧

※
令
和
元
年
10
月
１
日
現
在
・
敬

称
略
、
順
不
同

▼
マ
ツ
ナ
ガ
建
設
株
式
会
社

▼
株
式
会
社
環
境
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

▼
株
式
会
社
旭
建
設

▼
須
坂
土
建
工
業
株
式
会
社

▼
市
川
建
設
株
式
会
社

▼
オ
リ
オ
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

▼
株
式
会
社
信
東
産
業

▼
株
式
会
社
サ
ン
テ
ク
ノ
・
ア
ル

　

フ
ァ

【
須
坂
市
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業
】

　

市
内
の
飲
食
店
や
小
売
店
な
ど

か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
、
消
防
団

員
に
対
す
る
割
り
引
き
な
ど
の
優

遇
措
置
で
消
防
団
を
応
援
し
て
い

消防団員を募集しています

　地域の安心と安全を守るため
に、あなたの力が必要です。
　入団をお待ちしています。かけ
がえのない仲間ができるはずです。
入団資格　▼18歳以上の男女
　　　　　▼心身ともに健康な方
　　　　　▼須坂市内に居住また
　　　　　　は勤務されている方 ▲ラッパ隊が県大会で優勝した様子

　　　　　　　　　（平成30年７月）

京
ド
ー
ム
や
両
国
国
技
館
で
開
催

さ
れ
た
全
国
消
防
記
念
大
会
に
お

い
て
、
消
防
ラ
ッ
パ
の
中
核
と
し

て
吹
奏
し
、
日
本
一
と
称
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

春
と
秋
の
火
災
予
防
運
動
で
は
、

防
火
思
想
高
揚
の
た
め
、
消
防
ラ

ッ
パ
を
用
い
て
地
域
を
パ
レ
ー
ド

し
て
い
ま
す
。

■須坂市消防団サポート事業のイメージ図

須坂市
（消防本部）

消防団サポート登録店

入団促進を
期待

集客効果や地域
貢献などを期待

○〇商店
○〇電気店
○〇飲食店

登録の申請

サポート店表示証
の交付

団員サポー
ト証の提示

優遇サービ
スの提供

た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 第35回消防団音楽隊定期演奏会

全国一斉秋季火災予防運動

と　き　11月10日㈰午後５時～

　　　　（午後４時開場）

ところ　メセナホール（大ホール）

演奏曲　▼宇宙戦艦ヤマト・ハイライト

        ▼伝説の演歌メドレー

        ▼カーペンターズ・フォーエバー  

        ▼パプリカ　など

入場料　無料（チャリティー）

問合せ　消防本部総務課

        ☎026‐245‐4100

　火災予防に努めましょう。

と　き　11月９日㈯～15日㈮

2019年度全国統一防火標語

「ひとつずつ いいね！で確認 火の用心」

問合せ　消防本部予防課

        ☎026‐245‐4200
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善
行
賞

善
行
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

問
合
せ　

子
ど
も
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

　

善よ

い
行
い
を
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
が
い
ま
し
た
ら
、
地
域
や
小
・

中
・
高
校
に
い
る
児
童
青
少
年
育

成
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

須
坂
市
児
童
青
少
年
育
成
委
員

会
が
平
成
18
年
度
に
制
定
し
た
賞

で
▼
奉
仕
賞
▼
親
切
賞
▼
学
芸
賞

▼
努
力
賞
▼
挨あ

い
さ
つ拶

賞
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

社
会
の
た
め
に
活
動
す
る
な
ど

善よ

い
行
い
を
し
て
い
る
児
童
青
少

年
を
褒
め
る
こ
と
で
、
家
庭
や
地

域
の
中
で
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や

し
、
さ
ら
な
る
健
全
育
成
を
推
進

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

今
ま
で
に
72
件
の
団
体
・
個
人

が
受
賞
し
ま
し
た
。

善
行
賞
と
は

善
行
賞
に
値
す
る
児
童
・
生

徒
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

令
和
元
年
度
上
半
期
の
受
賞
者

受
賞
理
由　

多
年
に
わ
た
り
、
相

受
賞
理
由　

多
年
に
わ
た
り
、
神

楽
の
太
鼓
指
導
を
受
け
、
敬
老
文

化
祭
や
秋
祭
り
に
太
鼓
を
披
露
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
て
い
る
。

▼受賞者②【学芸賞】
　南小河原町子ども会

▼受賞者①【その他・地域貢献賞】
　相之島町支部生徒会

之
島
町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清

掃
を
行
い
、
地
域
の
交
通
安
全
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

人　権

第47回部落差別をはじめ
あらゆる差別をなくす
市民大集会 問合せ　須坂市人権のまちづくり推進会議事務局      

　　　　（人権同和教育課 ☎026‐245‐0909）

と　

き　

11
月
16
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
４
時
（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
大
ホ

ー
ル
）

内　

容　

左
表
の
と
お
り

入
場
料　

無
料

※
要
約
筆
記
、
手
話
通
訳
、
車
い

す
席
が
あ
り
ま
す
。

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月

11
日
㈪
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
講
師
紹
介
】

▼
満
州
（
現
中
国
東
北
部
）
撫ぶ

じ
ゅ
ん順

生

ま
れ
。
１
９
９
６
年
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
「
帰
っ

て
き
た
お
ば
あ
さ
ん
」（
第
55
回
文

化
庁
芸
術
祭
参
加
作
品
）
は
国
内

外
で
継
続
公
演
中
。

▼
映
画
…
『
ユ
リ
イ
カ
』
、『
望
郷
の

鐘
～
満ま

ん
も
う蒙

開
拓
団
の
落
日
』
、
『
母

～
小
林
多
喜
二
の
母
』
、
『
一
粒
の

麦
』
出
演
。

▼
著
書
…『
忘
れ
え
ぬ
人
た
ち
』（
日

本
僑

き
ょ
う
ほ
う報

社
）
、『
あ
な
た
に
伝
え
た

く
て
』
（
悠ゆ

う
ほ
う朋

社
）
、『
心
の
は
ら
っ

ぱ
‐
語
り
愛
つ
む
ぐ
』
（
萌ほ

う
ぶ
ん文

社
）
、

『
奈
良
の
む
か
し
話
』
、
『
奈
良
の

伝
説
』
（
日
本
標
準
）
ほ
か
。

▼
受
賞
…
２
０
１
７
年
第
２
回「
澄と

和わ

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
賞
」
ほ
か
。

11月15日～12月14日は

人権教育強調月間です

　すべての人がいきいき

と幸せに暮らせる社会を

目指して、学校・家庭・

地域・職場で、一人ひと

りが人権意識を高め、行

動しましょう。

時　間

午後
１時30分～

人権教育啓発標語・ポスター最優秀作品表彰式
▼標語の部…小・中学生から 1人、高校生・一般から 1人
▼ポスターの部…小・中学生から 1人

学習発表　「他者とのかかわりから、自分や相手のよさを
　　　　　認め合おう」
発 表 者　東中学校の生徒とＰＴＡの皆さん

講演　「忘れえぬ人たち‐残留婦人との出会いから‐」
講師　神田さち子さん（舞台女優）※詳細は下段参照

１時40分頃～

２時30分頃～

内　容

▲神田さち子さん
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Ｄ
Ｖ
相
談

11
月
12
日
～
25
日

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

問
合
せ　

男
女
共
同
参
画
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
３
４
）

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
の

親
密
な
関
係
に
あ
る
人
か
ら
殴
る

蹴
る
な
ど
と
い
っ
た
身
体
的
暴
力

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
性
的
暴
力

な
ど（
下
記
参
照
）も
含
ま
れ
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を

含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
い

か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は

相
談
先

【
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
】

　

勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

▼
Ｄ
Ｖ
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
☎
０
２
６
‐
２
１
９
‐
２
４
１
３
）

▼
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
５
７
１
０
）

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、相
談
を
～

【
女
性
の
一
般
相
談
】

▼
男
女
共
同
参
画
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
３
４
）

身体的暴力 精神的暴力

経済的暴力性的暴力

子どもを巻き込んだ暴力

◎殴る
◎蹴る
◎物を投げつける　など

◎性行為の強要
◎避妊に協力しない　など

◎子どもに暴力をふるうと脅す
◎暴力を見せる　など

◎生活費を渡さない　など

◎何でも従えと言う
◎何を言っても無視する
◎外出を禁止する　など

申込・問合せ　▼総務課（☎026‐248‐9000）▼子ども課（☎026‐248‐9026）

来年度採用の会計年度任用職員
（フルタイム、パート保育士）を
募集します

職員募集

募集職種・受験資格　上表のとおり
募集人員　各職種とも若干人
募集期間　11月１日㈮～12月２日㈪
受験手続　総務課にある申込書に必要事項を記入し、現職の方は勤務先へ、新規に申し込む方は子ど
　　　　　も課へ提出してください（郵送可。12月２日㈪の消印有効）。
　　　　　※申込書は市ホームページからもダウンロードできます。郵送で請求する場合は、返信用
　　　　　封筒(84円切手を貼付）を同封してください。
面接試験　12月12日㈭～13日㈮の予定
　　　　　※試験日は申込書提出時に日時を指定させていただきます。また、郵送された方には後日
　　　　　連絡します。
任　　用　登録制です。令和２年４月からの任用とは限りません。
　　　　　※募集に関する詳細は、お問い合わせください。

１年以内
※社会保険と雇用保険
に加入

募集職種

７時間45分
フルタイム

保育士 資　格　保育士資格（保育士登録が
必要）、または子育て支援員、幼稚園
教諭の資格※取得見込みを含む
勤務条件　▼原則として応募日現在、
須坂市に住所を有する方を優先しま
す（市外の方も可）
▼土曜日勤務がある場合があります

必要な資格・勤務条件

パートタイ
ム保育士（保
育士、延長
保育士、延
長保育の保
育士補助員）

１日の勤務時間 任用期間

１時間超
４時間未満

４時間超
７時間以内

１年以内
※社会保険と雇用保険
に加入

１年以内
※早朝・夕方の延長保
育に限っては、１時間
以内の勤務も可能
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問合せ　子ども課（☎026‐248‐9026）

11月は児童虐待防止
推進月間です

子育て

令和元年度　標語　

「１８９（いちはやく） 小さな命に 待ったなし」

児
童
虐
待
と
は

【
心
理
的
虐
待
】

▼
言
葉
で
お
ど
す
、
罵
声
を
浴
び

　

せ
る

▼
無
視
や
拒
否
的
な
態
度
を
と
る

▼
兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
を
す
る

▼
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対

　

し
て
暴
力
を
ふ
る
う　
　

な
ど

【
身
体
的
虐
待
】

▼
た
た
く
、
殴
る
、
蹴
る

▼
や
け
ど
を
負
わ
せ
る

▼
戸
外
に
長
時
間
締
め
出
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
放
棄
や

 

怠
慢
）
】

▼
食
事
や
身
な
り
の
世
話
を
し
な      

　

い
▼
病
気
に
な
っ
て
も
治
療
を
受
け

　

さ
せ
な
い

▼
車
の
中
に
放
置
す
る
、
家
に
閉

　

じ
込
め
る　
　
　
　
　
　

な
ど

【
性
的
虐
待
】

▼
ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に
す
る

▼
子
ど
も
に
性
的
行
為
を
す
る
、

　

ま
た
は
見
せ
る　
　
　
　

な
ど

虐
待
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す

影
響

【
発
達
へ
の
影
響
】

▼
言
葉
や
学
習
の
遅
れ　
　

な
ど

【
心
へ
の
影
響
】

▼
情
緒
不
安
定
、
自
己
否
定
感
、

　

強
い
不
安
感　
　
　
　
　

な
ど

【
行
動
へ
の
影
響
】

▼
暴
力
性
、
衝
動
性
、
自
傷
行
為
、

　

対
人
関
係
の
形
成
不
全
、
家
出
、

　

万
引
き　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
体
へ
の
影
響
】

▼
後
遺
症
、
低
身
長
、
低
体
重
、

　

栄
養
不
良　
　
　
　
　
　

な
ど

虐
待
の
注
意
信
号

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

【
子
ど
も
】

▼
子
ど
も
が
い
る
は
ず
な
の
に
、

　

姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
な
い

▼
大
声
で
怒
鳴
る
声
、
子
ど
も
の

　

泣
き
声
、
物
を
投
げ
る
な
ど
の

　

音
が
す
る

▼
衣
服
が
汚
れ
て
い
る
な
ど
不
衛

　

生
な
こ
と
が
よ
く
あ
る

▼
顔
や
体
に
あ
ざ
が
あ
る

▼
昼
夜
を
問
わ
ず
、
子
ど
も
だ
け

　

で
い
る
こ
と
が
多
く
、
近
所
を

　

徘は
い
か
い徊

し
て
い
る

【
保
護
者
】

▼
地
域
な
ど
と
交
流
が
な
く
孤
立

　

し
て
い
る

▼
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た

　

ま
ま
外
出
し
て
い
る

迷
わ
ず
相
談
を

　

虐
待
の
注
意
信
号
を
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
う
だ
け

で
な
く
、
保
護
者
や
家
庭
へ
の
支

援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】

❤
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ

　

イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　

24
時
間
対
応

❤
子
ど
も
課

　

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
12
月
29

　

日
～
１
月
３
日
を
除
く
）
午
前　

　

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
通
報
に
あ
た
っ
て
】

▼
虐
待
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

　

通
報
者
に
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
通
報
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
匿
名
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

オレンジリボン
には、子ども虐
待を防止すると
いうメッセージ
が込められてい
ます。

▲

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の

生
涯
に
わ
た
り
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
関

心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

▼
子
ど
も
の
養
育
に
関
し
て
拒
否

　

的
、
無
関
心
で
あ
る

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
庭
の
温

か
い
愛
情
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か

ら
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
自

ら
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い

愛
情
の
中
で
育
て
て
く
だ
さ
る
方

を
「
里
親
」と
い
い
ま
す
。

　

里
親
に
は
、
次
の
４
種
類
が
あ

り
ま
す
。

養
育
里
親　

家
族
と
暮
ら
せ
な
い

子
ど
も
を
一
定
期
間
、
家
庭
に
迎

い
入
れ
て
養
育
す
る
里
親

専
門
里
親　

養
育
里
親
の
う
ち
、

虐
待
や
非
行
、障
が
い
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
専
門
的
な
援
助
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
を
養
育
す
る
里
親

養
子
縁
組
里
親　

養
子
縁
組
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
の
養
親
と
な
る
こ

と
を
希
望
す
る
里
親

親
族
里
親　

実
親
が
死
亡
や
行
方

不
明
な
ど
に
よ
り
養
育
で
き
な
い

場
合
に
、
祖
父
母
な
ど
の
親
族
が

子
ど
も
を
養
育
す
る
里
親

問
合
せ　

児
童
相
談
所
広
域
支
援

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
６
‐
２
３
８
‐
８
０
３
０
）
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▼
頑
張
り
す
ぎ
な
い

▼
時
に
は
周
り
の
人
に
頼
ろ
う

▼
場
合
に
よ
っ
て
は
、
家
事
は
手

　

抜
き
で

▼
時
に
は
子
ど
も
と
離
れ
て
リ
フ

　

レ
ッ
シ
ュ

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

　

保
育
士
や
マ
マ
た
ち
と
お
し
ゃ　

　

べ
り
を

　

子
ど
も
課
で
は
、
家
庭
児
童
相

談
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え

込
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
相
談
内
容
】

▼
児
童
の
養
育
に
関
す
る
こ
と

▼
子
ど
も
の
発
達

▼
育
児
や
し
つ
け

▼
虐
待
防
止
の
対
応　
　
　

な
ど

　

「
い
い
育
児
の
日
」は
、
家
庭
や

家
族
を
大
切
に
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
子
ど
も
の
成
長
と
子
育
て

を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
機
運
を

高
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
家
族
と

過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
、
子
ど

も
の
成
長
と
子
育
て
家
庭
を
企
業

や
地
域
で
応
援
し
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

子どものことで悩んだら・困ったら迷わず
相談してください

県の相談窓口

●学校教育課　☎026-248-0001

　月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分(※)　

　☆いじめや不登校など学校教育に関する相談。

●子育て支援センター　☎026-245-6588

　月～土曜日　午前10時～午後５時（４～10月は午後６時）(※)

　☆育児相談（保育士が対応します）。

●妊娠・子育てなんでも相談「おひさま」　☎026-213-6400

　月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分(※)

　相談窓口　保健センター・健康づくり課・子ども課

●中央児童相談所　☎026-238-8010

　月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分(※)　

　☆養護・育成・障がい相談や児童虐待など、あらゆる相談。

　(※)祝日、12月29日～１月３日を除きます。

市の相談窓口

☆妊娠、出産、子育てに関するさまざま

　な相談。

☆保健師、管理栄養士、家庭児童相談員

　がお話をお聞きします。

☆どんなことでもお気軽にご相談くださ

　い。

　

子
育
て
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
楽
し
み
や
喜

び
が
あ
る
反
面
、
子
ど
も
の
発
達

や
成
長
、
集
団
生
活
、
食
事
の
こ

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
悩
み
や
心

▼イライラして、つい子どもに当た

　っちゃう

▼なんで、うちの子はちゃんとでき

　ないの？

▼私の子育て間違ってないかしら

▼家族が協力してくれない

▼こんなこと思うの私だけかしら

▼兄弟げんかばっかり

▼どうして言うこと聞かないの !!

▼子育てに疲れちゃった…

▼誰かに聞きたい。でもこんなこと

　聞いていいのかな…

こんな悩みや不安は
ありませんか

家
庭
児
童
相
談
員
が
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

11
月
19
日
は

「
い
い
育
児
の
日
」

子
育
て
で
悩
ん
だ
ら
相
談
し

ま
し
ょ
う

イ
ラ
イ
ラ
を
た
め
な
い
で

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

子
育
て
で
悩
ん
だ
ら
相
談
を

　

子
ど
も
の
成
長
に
最
も
大
き
な

影
響
を
与
え
る
環
境
は
、
家
庭
で

す
。
家
族
と
の
温
か
い
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心

が
育
ま
れ
ま
す
。

　

近
年
、
核
家
族
化
が
進
み
、
親

は
仕
事
、
子
ど
も
は
習
い
事
な
ど

で
忙
し
く
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の

時
間
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
父
親
の
子
育
て
へ
の
参

加
が
依
然
少
な
く
、
母
親
の
負
担

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、「
子
育
て
に

自
信
が
持
て
な
い
」「
仕
事
や
自
分

の
こ
と
を
す
る
時
間
が
な
い
」
と

い
っ
た
悩
み
を
抱
え
る
お
母
さ
ん

方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
子
育
て
に
対
す
る
ス

ト
レ
ス
は
、
時
に
は
児
童
虐
待
の

要
因
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

周
り
の
人
な
ど
に
早
め
に
相
談

し
た
り
、
息
抜
き
の
で
き
る
場
所

に
出
掛
け
た
り
し
て
、
子
育
て
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

配
ご
と
が
出
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
し
な
が
ら
の
家

事
や
就
労
な
ど
、
精
神
的
に
も
体

力
的
に
も
負
担
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

つ
ら
い
と
感
じ
た
と
き
は
、
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
左
下
の
相
談

窓
口
な
ど
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
19
日
㈫
の
「
い
い
育
児
の

日
」
を
中
心
に
、
11
月
10
日
㈰
か

ら
23
日
㈯
ま
で
の
家
族
の
週
間
に

県
内
各
地
で
親
子
で
一
緒
に
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://www.pref.nagano.

lg.jp/jisedai/kyoiku/kodomo/

i
i
i
k
u
j
i
.
h
t
m
l

）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
も
接
続

で
き
ま
す
。
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問合せ　学校教育課（☎026‐248‐9010）

2020年度 新しい「学習指導要領」
による授業が小学校で始まります

教　育

中学校は202１年度から

ご
家
庭
の
皆
様
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
坂
市
教
育
長　

小
林
雅
彦

　

「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」と
い
う
歌
の
中
に
、
次
の
歌
詞
が
あ
り
ま

す
。
「
人
生
は
紙
飛
行
機
…
そ
の
距
離
を
競
う
よ
り　

ど
う
飛
ん
だ
か

　

ど
こ
を
飛
ん
だ
の
か　

そ
れ
が
一
番
大
切
な
ん
だ　

さ
あ
心
の
ま
ま

に　

３
６
５
日
♪
」

　

来
年
度
か
ら
小
学
校
の
新
し
い
「
学
習
指
導
要
領
※
」
に
よ
る
教
育
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
（
中
学
校
は
再
来
年
度
か
ら
）
。
そ
の
「
願
い
」を
一
言

で
い
う
と
、
こ
の
歌
詞
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
や
が
て
、
Ａ
Ｉ
時
代
が

確
実
に
到
来
し
ま
す
。
私
は
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
須
坂
市
の
子
ど

も
た
ち
が
、
何
を
知
っ
て
い
る
か
だ
け
で
な
く
、「
や
っ
て
み
よ
う
！
（
意

欲
）
」
・
「
考
え
て
み
よ
う
！
（
思
考
、
判
断
）
」
・
「
一
緒
に
や
ろ
う
！
（
共

生
）
」と
い
う
３
つ
の
気
持
ち
を
も
ち
、
そ
れ
を
自
分
か
ら
行
動
に
移
し

て
い
く
姿
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
時
代
が
ど
う
変
わ
ろ
う
と
、
教
育
の
基
本
は
「
信
頼
し
て
、

任
せ
て
、
支
え
る
」
で
す
。
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
須
坂
の
豊
か
な
自
然
体

験
や
地
域
で
の
体
験
の
良
さ
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
い
、
成
功
や
失
敗
を

経
験
し
、
そ
こ
か
ら
力
強
く
学
ん
で
い
く
姿
こ
そ
求
め
る
姿
で
す
。
大

人
は
そ
の
姿
を
と
こ
と
ん
支
え
、
成
長
を
忍
耐
強
く
待
つ
！
ま
さ
に
「
そ

の
距
離
を
競
う
よ
り　

ど
う
飛
ん
だ
か　

ど
こ
を
飛
ん
だ
の
か　

、
こ

れ
を
保
護
者
・
学
校
・
地
域
が
同
じ
目
線
（
評
価
規
準
）で
見
守
り
、
励

ま
し
続
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
子
ど
も
が

話
す
こ
と
に
き
ち
ん
と
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
「
自
分
は
自
分
で
い

い
ん
だ
な
あ
」
と
い
う
自
己
肯
定
感
が
生
ま
れ
る
言
葉
が
け
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
、
家
庭
が
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
や
地
域
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
も
、
分
か
り

や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に

最
近
、
私
は
読
書
の
重
要
性
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
、

須
坂
で
講
演
さ
れ
た
多
く
の
講
師
の
先
生
方
も
異
口
同
音
に
読
書
の
大

切
さ
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
忙
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
た
と
え

10
分
で
も
15
分
で
も
、
ご
家
族
で
活
字
に
向
か
う
時
間
を
も
つ
こ
と
が

で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
学
習
が
始
ま
ろ
う
と
す
る
こ
の
時
期
に
、

も
う
一
度
、
子
ど
も
の
生
活
環
境
を
見
直
す
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
学
習
指
導
要
領
と
は
、
全
国
ど

こ
の
学
校
で
も
一
定
の
教
育
水
準

が
保
て
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
が

定
め
て
い
る
教
育
課
程
（
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
）
の
基
準
で
す
。
お
よ
そ

10
年
に
一
度
改
訂
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
教
科
書
や
時
間
割
は
、
こ

れ
を
基
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
、
新
し
い
学
習
が

始
ま
り
ま
す

【
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
】

　

全
学
年
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
が
始
ま
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
（
す

じ
道
を
立
て
て
考
え
る
）
活
動
を

通
し
て
、
生
活
や
社
会
に
お
け
る

課
題
を
解
決
す
る
力
を
育
み
ま
す
。

　

須
坂
市
で
は
、
指
導
事
例
集
を

作
成
し
て
各
校
に
配
布
し
、
ス
ム

ー
ズ
な
実
践
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

」

新
し
い「
学
習
指
導
要
領
」の
願
い

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
が
、
ど
ん
な

に
変
化
し
て
予
測
困
難
に
な
っ
て

も
、
自
ら
課
題
を
見
付
け
、
自
ら

学
び
、
自
ら
考
え
、
判
断
し
て
行

動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
描
く
幸

せ
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

明
る
い
未
来
を
、
共
に
創
っ
て
い

き
た
い
。

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
始
ま
る
新

し
い
「
学
習
指
導
要
領
」
に
は
、
そ

う
し
た
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

【
子
ど
も
た
ち
の
「
学
び
」
が
変
わ 

 

り
ま
す
】

　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
に

向
け
た
授
業
改
善
に
向
け
て
、
各

学
校
で
は
「
何
を
学
ぶ
か
」だ
け
で

な
く
、
「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」も

重
視
し
て
授
業
を
改
善
し
ま
す
。

◆
一
つ
一
つ
の
知
識
が
つ
な
が
り

　

「
わ
か
っ
た
」「
お
も
し
ろ
い
」と

　

思
え
る
授
業
を
目
指
し
ま
す

◆
見
通
し
を
も
っ
て
、
粘
り
強
く

　

取
り
組
む
力
が
身
に
つ
く
授
業

　

を
目
指
し
ま
す

◆
周
り
の
人
た
ち
と
共
に
考
え
、

　

学
び
、
新
し
い
発
見
や
豊
か
な

　

発
想
が
生
ま
れ
る
授
業
を
目
指

　

し
ま
す

◆
自
分
の
学
び
を
振
り
返
り
、
次

　

の
学
び
や
生
活
に
生
か
す
力
を

　

育
む
授
業
を
目
指
し
ま
す
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小
・
中
学
校
で
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
い
く
教
育

【
小
学
校
英
語
（
小
学
校
５
・
６
年

 
生
）
外
国
語
活
動
（
小
学
校
３
・

 

４
年
生
）
】

　

５
・
６
年
生
で
英
語
が
始
ま
り

ま
す
。
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
と
な
る
力
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
日
本
と
の
文

化
の
違
い
も
理
解
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
英
語
を
使
っ
て
自
分
の

思
い
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

須
坂
市
で
は
、
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
に
備
え
て
、
平
成
31
年
度

よ
り
先
行
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
◇
理
数
教
育

　

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
算

数
・
数
学
、
理
科
の
学
習
へ
の
意

欲
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

実
体
験
の
機
会
や
、
実
社
会
で
活

躍
す
る
方
を
招
い
た
授
業
、
高
度

な
実
験
な
ど
に
触
れ
る
授
業
な
ど

を
行
い
ま
す
。

◇
主
権
者
教
育

　

社
会
の
中
で
自
立
し
、
他
者
と

連
携
・
協
働
し
て
社
会
に
参
画
す

る
力
を
育
み
ま
す
。
社
会
で
起
き

て
い
る
出
来
事
に
つ
い
て
考
え
合

う
授
業
や
、
租
税
教
室
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。
児
童
会
や
生
徒
会
活

動
も
重
要
な
実
践
の
場
で
す
。

◇
特
別
支
援
教
育

　

全
て
の
学
校
で
障
が
い
に
応
じ

た
指
導
を
行
い
、
一
人
一
人
の
能

力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し

ま
す
。

◇
道
徳
教
育

　

自
分
ご
と
と
し
て
「
考
え
、
議

論
す
る
」
授
業
な
ど
を
通
し
て
道

徳
性
を
育
み
ま
す
。

◇
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育

　

わ
が
国
や
郷
土
が
育
ん
で
き
た

日
本
の
伝
統
や
文
化
を
学
び
ま
す
。

須
坂
市
の
文
化
財
を
知
る
地
域
巡

り
な
ど
の
学
習
を
進
め
ま
す
。

◇
言
語
能
力
の
育
成

　

国
語
を
要
と
し
て
全
て
の
教
科

な
ど
で
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
の
力

を
育
み
ま
す
。
朝
の
読
書
や
読
み

聞
か
せ
な
ど
の
読
書
活
動
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

◇
消
費
者
教
育

　

自
立
し
た
消
費
者
を
育
む
た
め
、

売
買
契
約
の
仕
組
み
や
消
費
者
の

基
本
的
な
権
利
と
責
任
な
ど
に
つ

い
て
、
社
会
科
や
家
庭
科
を
中
心

に
学
習
し
ま
す
。

【
「
ほ
の
ぼ
の
川
柳
ほ
く
し
ん
流
」
優
秀
賞
投
票
】

　

優
秀
作
品
か
ら
、
年
間
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
投
票
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
ぶ
っ
く
る
ー
ブ
ッ
ク
】　

　

楽
し
い
ゲ
ー
ム
形
式
で
、
あ
な
た
に
ピ
ッ
タ
リ
な

本
を
、
ぶ
っ
く
る
ー
が
ピ
タ
ッ
と
紹
介
し
ま
す
。

【
と
し
ょ
メ
シ
!!
】　

　

食
欲
の
秋
に
お
す
す
め
の
、
お
い
し
そ
う
な
話
が

載
っ
て
い
る
本
を
集
め
ま
し
た
。

【
ぶ
っ
く
る
ー
パ
ネ
ル
】

　

図
書
館
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ぶ
っ
く
る
ー
」
か
ら
顔
を

出
し
て
記
念
写
真
を
撮
ろ
う
!

特
別
企
画
の
ご
案
内

信
州
須
坂
図
書
館
ま
つ
り
２
０
１
９

　
　
　
　
　
　
　
開
催
中
（
９
日
㈯
ま
で
）
!

と 
 

き　

11
月
30
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所
（
２
階
）

出
演
・
作
品　

▼
碓
井
智
以
子
さ
ん
…『
女
優
・
松
井
須
磨
子
の
生
涯
』

▼
篠
田
澄
明
さ
ん
…
『
雪
女
』

▼
川
村
憲
代
さ
ん
…
『
弟
』

▼
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
…
『
最
初
の
質
問
（
絵
本
）
』
他

▼
今
井
理
恵
子
さ
ん
（（
一
社)

日
本
朗
読
検
定
協
会

公
認
エ
ル
ダ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
）
…
『
山
月
記
』

　

ぶ
っ
く
る
ー

▲

開
館
時
間　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　

土
日
祝　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

Tel
０
２
６
‐
２
４
５
‐
０
７
８
４

　
　
　
　
　

Fax
０
２
６
‐
２
４
５
‐
４
３
１
３

休 

館 

日　

５
・
11
・
18
・
25
・
29
日
・
12
月
２
日

９月

来館者数　

9,197人

貸出冊数

21,901冊

図
書
館
だ
よ
り

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
　

お
も
い
お
い
も　
　
　
　
　
　
　

ど
う
な
つ
み

　
　

き
の
こ
の
ば
け
も
の　
　
　
　
　

石
川
え
り
こ

　
　

お
お
に
し
せ
ん
せ
い　
　
　
　
　

長
谷
川
義
史

　
　

わ
き
だ
せ
！
い
の
ち
の
水　

た
け
た
に
ち
ほ
み

　
　

魔
女
の
い
じ
わ
る
ラ
ム
ネ　
　
　

草
野
あ
き
こ

　
　

よ
る
の
ま
ん
な
か　
　
　
　
　

お
く
は
ら
ゆ
め

　
　

ス
ト
ラ
イ
カ
ー
を
科
学
す
る　
　
　

松
原
良
香

　
　

　
　

人
生
お
た
す
け
処
方
本　
　
　
　
　

三
宅
香
帆

　
　

こ
の
野
菜
は
こ
う
食
べ
る　
　
　
　

笠
原
将
弘

　
　

国
境
を
越
え
た
ス
ク
ラ
ム　
　
　
　
　

山
川
徹

　
　

明
日
の
僕
に
風
が
吹
く　
　
　
　
　
　

乾
ル
カ

　
　

虎
を
追
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫛
木
理
宇

　
　

俳
句
を
愛
す
る
な
ら
ば　
　
　
　
　

稲
畑
汀
子

新

刊

内

案

絵本児童一 般

※
『
広
報
須
坂
』
10
月
号
に
掲
載
し
た
「
楽
し
い
信
毎

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活
用
講
座
」
の
開
催
日
は
11
月
４
日

㈪
午
後
１
時
～
３
時
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　自宅が浸水するなどして、

図書館の資料（本・紙芝居・

ＣＤ・ＤＶＤ）が汚れるな

どした方は、「り災図書賠

償免除申請書」を提出して

ください。借りていた資料

を賠償せずに済みます。

　「り災図書賠償免除申請

書」は、図書館カウンター

にあります。できるだけ汚

損・破損した資料をお持ち

いただき来館ください。詳

細はお問い合わせください。

台風19号で被災された方へ
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610

２ 職員の人事評価の状況

３ 職員の給与の状況

１ 職員の任免および職員数に関する状況

１‐② 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

採用者数 退職者数 増減

19人 23人 -4人

１‐① 職員の採用と退職の状況

　　　（平成30年４月２日～平成31年４月１日）

３‐② 職員の平均給与月額と平均年齢

　　　（平成30年４月１日現在）

区分 平均給与 平均年齢

須坂市 382,089円 43.8歳

長野県 399,919円 45.3歳

※給与月額は給料月額に扶養・住居・時間
外勤務手当などの諸手当を加えた額です。

３‐③ 職員の初任給（一般行政職）

区分

須坂市

長野県

大学卒

182,500円

189,200円

高校卒

149,800円

154,300円

■正規職員数の推移

職員数
（人）

460

510

平成10年度と比較して148人
（23.9％）の正規職員を削減し
ました。

617人

476人 474人 469人474人 473人

３‐① 職員給与費の状況

給与費
職員数（Ａ）

（平成30年度一般会計決算）　※職員手当には退職手当が含まれません。

給料 職員手当※ 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

一人あたり
給与費（Ｂ/Ａ）

446人 16億8,698万円 ３億2,258万円 ６億8,345万円 26億9,302万円 604万円

560

人
　
事

市
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を

公
表
し
ま
す

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
職
員
の
勤
務
実
態
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
市
の
人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
平
性
と
透
明
性
を
高
め

る
た
め
、
市
職
員
の
任
用
・
給
与
・
福
利
厚
生
な
ど
の
状
況
を
公

表
し
ま
す
。 

平成10 25

■職員給与の推移

給与額
（億円）

20

24

28

32

36

26 27 28 29 30年度

26億
9,588
万円

27億
1,014
万円

26億
1,746
万円

26億
9,968
万円

26億
9,302
万円

34億
7,336
万円

平成10年度と比較して７億 8,034 万円を削

減しました。ここ数年は、人事院などの勧

告に基づく給与増額の影響で微増傾向

27億
2,084
万円

483人
※平成22年度に策定した第五次総合計画の正規職員の目標

値として、平成21年度職員数503人から令和２年度467人へ、

36人の減員を設定しています。

　地方公務員法の改正に伴い、職員の勤務成績を「能力」と「業績」の両面から評価することが法律上義務付けと

なりました。（平成28年４月１日施行）

31平成10 26 27 28 29 30 年度

※平成28年度から、人事評価制度を本格実施し、管理職を対象に業績評価の結果を勤勉手当へ反映しています。

部門
職員数（人） 対10年度

増減数

議会

総務

税務

民生

衛生

労働

農林水産

商工

土木

教育

消防

水道

下水道

その他

一般行

政部門

特別行

政部門

公営企

業等会

計部門

小計

10年度

36

31年度

 5

64

22

  99

38

 0

12

12

41

89

 125

19

 4

28

51

 469

 293

30年度

 5

66

20

  99

38

1

12

13

44

38

89

 127

17 

 4

28

49

 474

 298

29年度

 5

65

20

 101

41

 1

12

12

44

38

89

 127

17

 4

27

48

 476

 301

 5

72

26

 137

41

 5

22

20

50

84

90

 174

33

18

14

65

 378

 617

小計

小計

合計

　   0

　  -8

　  -4

   -38

 　 -3 

 　 -5

 -10

 　 -8

　  -9

　 -48

 　 -1

　 -14

　 -14

 14

　 -85

　 -14

  -148

　 -49
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４ 職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況

７ 職員の研修の状況（平成30年度）

８ 職員の福祉および利益の保護の状況

８‐① 健康診断などの実施状況

　▼定期健康診断▼夜勤者定期健康診断▼消化器検

　診▼人間ドック▼婦人科検診▼職員健康相談▼メ

　ンタルヘルス研修会▼ストレスチェックの実施など

４‐② 年次休暇の取得（平成30年１月１日～12月31日）

9．5日
１年につき20日付与

※翌年に繰越可能20日

平均取得日数概要

※受講者数は延べ人数で、嘱託職員も含みます。

５ 職員の懲戒処分の状況（平成30年度）

※理事者の退職手当は任期（１期４年）満了ごとに支給しています。

※平成30年度の給料月額は、条例改正し、市長は10％、副市長は５％減額しました。

※年間をとおして在職した職員の平均取得日数です。

８‐② 職員互助会の設置と活動状況

　　地方公務員法第42条に基づく職員の保健やその

　他の厚生に関する事項を実施するため、須坂市職

　員互助会を設置し、職員厚生事業や文化活動事業、

　体育事業などを行っています。職員互助会は職員

　からの会費と市などからの負担金により運営され

　ています。

８‐③ 公務災害の概要・認定状況

　平成30年度公務災害認定件数…12件

　※公務上や通勤途上の災害により、負傷または死

　亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一

　定の補償が行われます。

８‐④ 不利益処分に関する不服申立ての状況など

　▼勤務条件に関する措置の要求の状況…０件

　▼不利益処分に関する不服申立ての状況…０件

３‐⑤ 期末・勤勉手当（平成30年度）

※職務の級による加算措置があります。

３‐⑦ 特別職の報酬など

３‐⑥ 退職手当（平成30年度）

支給割合
区分

期末手当 勤勉手当

 1.375月分 0.95月分12月

 2.6  月分 1.85月分合計

 1.225月分 0.90月分６月

区分
自己都合

 19.6695月分

 28.0395月分

 39.7575月分

 47.709 月分

定年など

 24.586875月分

 33.27075 月分

 47.709   月分

 47.709   月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

 

　　地方公務員法の一部改正に伴い、元職員による

　離職前５年間に在籍していた職員に対して契約事

　務などの働きかけが規制されるようになりました。

　また、営利企業などに再就職した元職員に対して、

　離職後２年間、再就職に関する届け出が義務付けに

　なりました。(平成28年４月１日施行）

給料月額

減額後減額前
区分 期末手当 区分 報酬月額

456,000円

387,000円

355,000円

(減額前の
月額×1.4)
の3.4月分

議長

副議長

議員

767,700円853,000円市長

670,700円706,000円副市長

613,000円613,000円教育長

期末手当

(報酬月額
×1.4)の
3.4月分

退職手当

減額前の月額×0.42 ×48月

減額前の月額×0.294×48月

減額前の月額×0.21 ×48月

４‐① 勤務時間（平成30年度）

一週間の勤務時間 勤務時間 休憩時間

38時間45分 8：30～17：15 12：00～13：00

※消防署、学校、図書館、保育所、児童センターなどの職員

は勤務時間が異なります。

区分 研修内容 受講者数

職層別研修
▼一般・中堅行政職員研修▼主

査研修▼管理職員研修　など
128人

専門研修
▼市町村職員研修センター専門研

修▼市町村アカデミー研修　など
 56人

特別研修
▼出前研修▼人権同和研修▼姉

妹都市交流研修　など
  795人

研修派遣

▼内閣府▼長野県▼地域総合整

備財団▼須坂商工会議所派遣研

修　など

 ５人

自己啓発 ▼職員自主学習促進助成  ９人

６ 職員の退職管理の状況

 ５人
（昇任１）
（降任１）
（休職３）

処分人数

１人
（免職）

職員がその職責を十分に果たすこ

とができない場合に行われる処分

で、公務能率の維持が目的です。

説明

職員の一定の義務違反に対する道

義的責任を問うための処分で、規

律と秩序の維持が目的です。

分限処分

区分

懲戒処分

支給割合

※ラスパイレス指数とは、国家公務

員の給料を100とした場合の地方公

務員の給料水準を表す指標です。

３‐④ ラスパイレス指数
（各年４月１日現在）

須坂市

全国市平均

29年度 30年度

98.5  98.8

99.1  99.1

区分
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2019年度須坂市一般会計補正予算
第２号が成立しました

問合せ　財政課（☎026‐248‐9016）

予　算

　

補
正
予
算
第
２
号
の
額
は
、
５

億
１
２
８
８
万
７
千
円
で
、
予
算

累
計
額
は
２
２
４
億
２
５
７
８
万

７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。　

　

事
業
ご
と
の
補
正
金
額
と
主
な

補
正
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
補
正
し
た
す
べ
て
の
内
容
を
記

載
し
て
い
な
い
の
で
、
事
業
ご
と

の
補
正
金
額
と
一
致
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ
る
地
域

環
境
を
守
り
、
安
心
し
て
安

全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（
環
境
・
安
心
安
全
）

み
ん
な
が
快
適
に
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
基
盤

整
備
）

み
ん
な
の
活
力
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
（
産
業
振
興
）

み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り（
行
政
経
営
）

子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
夢
を

も
て
る
ま
ち
づ
く
り
（
子
育

て
・
教
育
）

～令和元年９月市議会定例会で可決されました～

【
教
育
奨
励
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
20
万
円
〉

　

「
小
さ
な
親
切
」運
動
須
高
支
部

と
共
に
、
落
語
家
や
紙
切
り
芸
人

な
ど
の
古
典
芸
能
に
よ
る
学
校
寄

席
を
開
催
し
ま
す
。

【
教
育
活
動
支
援
事
業
】

　
　
　
　
　

〈
１
１
５
万
２
千
円
〉

　

日
本
語
の
読
み
書
き
が
十
分
で

な
い
外
国
籍
な
ど
の
児
童
生
徒
の

増
に
対
応
す
る
た
め
、
外
国
籍
児

童
生
徒
支
援
員
を
増
員
し
ま
す
。

【
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
63
万
３
千
円
〉

　

森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
、

児
童
ク
ラ
ブ
で
県
財
産
を
使
っ
た

お
も
ち
ゃ
を
購
入
し
ま
す
。

【
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
４
万
９
千
円
〉

　

森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
、

【
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
１
６
０
万
円
〉

　

豊
洲
小
学
校
お
よ
び
相
之
島
保

育
園
周
辺
に
ゾ
ー
ン
30
区
域
路
面

標
示
を
整
備
し
ま
す
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

【
畜
産
総
合
対
策
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
１
０
０
万
円
〉

　

県
内
に
お
い
て
豚
コ
レ
ラ
に
感

【
河
川
管
理
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
２
万
円
〉

　

飯
山
市
お
よ
び
長
野
市
、
中
野

市
、
小
布
施
町
、
須
坂
市
に
よ
る

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
仮

称
）
」
設
立
に
伴
い
、
千
曲
川
を
軸

と
し
た
広
域
観
光
の
推
進
と
、
地

域
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

【
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
49
万
２
千
円
〉

　

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ん
な

ち
ゃ
ん
を
若
々
し
く
変
身
さ
せ
ま

す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

【
臥
竜
公
園
管
理
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
９
０
０
万
円
〉

　

国
の
先
導
的
官
民
連
携
支
援
事

業
補
助
金
を
活
用
し
、
臥
竜
公
園

の
さ
ら
な
る
魅
力
の
向
上
や
活
性

化
を
図
る
た
め
、
民
間
活
力
の
導

入
可
能
性
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

染
し
た
イ
ノ
シ
シ
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
ま
ん
延
防
止
対
策

の
強
化
を
図
る
た
め
、
養
豚
農
場

経
営
者
が
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
侵
入

防
止
柵
な
ど
を
設
置
す
る
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

【
林
業
振
興
対
策
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
１
４
７
万
円
〉

　

里
山
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
て
、

整
備
優
先
箇
所
な
ど
を
ま
と
め
た

里
山
整
備
方
針
を
作
成
し
ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

【
シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
整
備
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
１
億
円
〉

　

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活

用
し
、
指
定
避
難
所
で
あ
る
駅
前

シ
ル
キ
ー
ビ
ル
３
階
第
１
ホ
ー
ル

な
ど
の
空
調
設
備
の
更
新
と
照
明

器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

商
業
観
光
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

【
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
50
万
円
〉

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ

ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）

や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化

の
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
で
県
財
産
を

使
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
購
入
し
ま
す
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

【
幼
稚
園
助
成
事
業
】

　
　
　
　

〈
１
７
９
０
万
７
千
円
〉

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

伴
い
、
施
設
等
利
用
給
付
費
と
、

低
所
得
世
帯
の
副
食
費
の
免
除
分

を
未
移
行
幼
稚
園
へ
給
付
す
る
た

め
、
副
食
費
補
足
給
付
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）



2019年11月号・17・

歯
の
健
康

～
須
高
歯
科
医
師
会
～

11
月
８
日
は「
い
い
歯
の
日
」

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

歯
石
の
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
か
？

歯
周
病
予
防
を
始
め
ま
し
ょ
う

受
診
の
め
や
す

　

下
の
前
歯
の
表
や
裏
な
ど
を
、

鏡
を
使
っ
て
よ
く
観
察
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
汚
れ
て
い
た
り
、

黒
っ
ぽ
く
何
か
が
こ
び
り
付
い
て

い
れ
ば
、
「
歯
石
」が
付
い
て
い
る

証
拠
で
す
。
食
べ
か
す
が
石
灰
化

し
て
歯
の
表
面
に
こ
び
り
付
い
た

も
の
が
「
歯
石
」で
す
。

　

汚
れ
は
歯
ブ
ラ
シ
で
落
と
せ
ま

す
が
、
「
歯
石
」は
歯
ブ
ラ
シ
で
は

取
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
「
歯
石
」
の
付

き
始
め
が
「
歯
周
病
」
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

▼
口
臭
が
気
に
な
る
。

▼
歯
並
び
が
ず
れ
て
き
た
。

▼
歯
が
動
く
よ
う
な
気
が
す
る
。

▼
歯
ぐ
き
が
ブ
ヨ
ブ
ヨ
し
て
、
歯

　

を
磨
く
と
血
が
出
る
。

　

こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
か

か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
を
受
診
し

て
、
歯
石
を
取
っ
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。

　

正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
の
セ

ル
フ
ケ
ア
と
、
歯
科
医
院
で
の
定

期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

歯
石
が
付
く
と
い
う
こ
と
は
、

「
磨
い
て
い
る
」
つ
も
り
で
い
て
も

「
磨
け
て
い
な
い
」
証
拠
で
す
。
正

し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
歯
科
医
師

や
歯
科
衛
生
士
に
教
え
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

▼
多
年
、
消
防
の
職
務
に
精
励
さ

　

れ
、
市
民
の
生
命
財
産
の
保
全

　

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
田　
　

浩　
　
　

（
豊
丘
町
）

　

髙
木　
　

丞　
　
　

（
望
岳
台
）

　

中
島　

宏
昌　
　
　

（
高
梨
町
）

　

山
岸　

寛
弥　
　
　

（
上　

町
）

▼
多
年
、
山
岳
遭
難
者
の
救
助
活

　

動
や
入
山
者
の
遭
難
防
止
に
尽

　

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
野　

文
夫　
　
　

（
亀
倉
町
）

▼
多
年
、
高
甫
橋
上
流
の
百
々
川

　

に
１
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
を
飾

　

り
付
け
る
活
動
を
と
お
し
て
、

　

地
域
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
ま
し

　

た
。

　

百
々
川
に
鯉
を
泳
が
そ
う
実
行

　

委
員
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
政
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
表
彰

す
る
「
須
坂
市
表
彰
式
」を
11
月
３

日
の
「
文
化
の
日
」
に
メ
セ
ナ
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
表
彰
す
る
皆
さ
ん
は
次

の
方
々
で
す
。

※
敬
称
略
、
表
彰
種
目
別
、
五
十

音
順

▼
多
年
、
須
高
薬
剤
師
会
会
長
の

　

要
職
に
あ
っ
て
、
須
坂
市
の
保

▼
文
書
館
の
資
料
な
ど
と
し
て
保

　

存
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
利

　

用
に
供
す
る
た
め
、
貴
重
な
古

　

文
書
な
ど
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
川　

幸
夫　
　
　

（
豊
丘
町
）

▼
須
坂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立

　

40
周
年
の
記
念
と
と
も
に
、
市

　

民
の
利
用
に
供
す
る
た
め
、
須

　

坂
駅
前
広
場
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　

時
計
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

須
坂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

▼
「
子
ど
も
は
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

の
推
進
の
た
め
、
信
州
須
坂
ふ

　

る
さ
と
応
援
寄
附
金
と
し
て
、

　

多
額
の
私
財
を
寄
附
さ
れ
ま
し

▼
多
年
、
小
中
学
生
の
登
校
時
の

　

見
守
り
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地

　

域
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心

　

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
平　

圭
一　
　
　
　

（
新
町
）

▼
多
年
、
押
し
花
・
編
み
物
作
品

　

な
ど
を
福
祉
施
設
や
被
災
地
へ

　

寄
附
す
る
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま

　

し
た
。

　

須
坂
押
し
花
編
み
物
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
の
会

消
防
功
労
者

山
岳
遭
難
救
助
功
労
者

地
域
活
性
化
功
労
者

保
健
衛
生
功
労
者

私
財
寄
附
者

善
行
功
労
者

表
　
彰

市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

　

健
予
防
行
政
に
尽
力
さ
れ
、
公

　

衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

　

し
た
。

　

長
岡　

正
人　
　
　

（
本
上
町
）

　

た
。

　

村
石　

久
二　
　
　

（
千
葉
県
）



2019年11月号 ・18・

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

▼
２
０
１
９
年
１
月
１
日
～
９
月

30
日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
方
…
11
月
上
旬

▼
２
０
１
９
年
10
月
１
日
～
12
月

31
日
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
…
２
０

２
０
年
２
月
上
旬

年
末
調
整
や
確
定
申
告
へ
の

対
応

　

控
除
証
明
書
（
ま
た
は
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
と
き
の
領
収
証

書
）を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
場
合
は
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

年
　
金

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す

問
合
せ　

長
野
北
年
金
事
務
所
（
☎
０
２
６
‐
２
４
４
‐
４
１
０
０
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

や
住
民
税
の
申
告
を
す
る
と
き
に

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

申
告
時
に
必
要
な
控
除
証
明
書

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
２
０

１
９
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

で
す
。

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

※
Ｉ
Ｐ
電
話（
電
話
番
号
が
０
５
０

で
始
ま
る
電
話
）
で
か
け
る
場
合

は
☎
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

受
付
時
間　

▼
月
～
金
曜
日
…
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時

▼
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時

※
第
２
土
曜
日
を
除
く
祝
日
と
12

月
29
日
～
１
月
３
日
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

イ
ベ
ン
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

須
坂
市
動
物
園
学
校
に
参
加

し
よ
う

お
知
ら
せ

動
物
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所
（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

【
カ
ピ
バ
ラ
温
泉
】

　

11
月
１
日
㈮
か
ら
２
０
２
０
年

４
月
26
日
㈰
ま
で
カ
ピ
バ
ラ
の
家

族
が
仲
良
く
お
湯
に
つ
か
り
ま
す
。

　

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理

終
末
処
理
場
（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
千

曲
）
の
被
災
に
よ
る
節
水
の
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
を
縮
小
し
て
開
催
す
る

予
定
で
す
。

【
い
い
夫
婦
の
日
イ
ベ
ン
ト
】

　

11
月
22
日
は
「
い
い
夫
婦
」
の
日

で
す
。
動
物
園
に
暮
ら
す
仲
良
し

夫
婦
の
動
物
を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰

内　

容　

仲
良
し
夫
婦
の
紹
介
パ

ネ
ル
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

※
ご
夫
婦
で
来
園
さ
れ
、
窓
口
で

「
い
い
夫
婦
」と
言
っ
て
い
た
だ
く

と
入
園
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

【
出
張
ふ
れ
あ
い
動
物
園
】

　

ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
が

出
張
し
て
「
癒
や
し
」を
提
供
し
ま

す
。
動
物
た
ち
に
来
て
ほ
し
い
と

い
う
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

実
施
日　

▼
12
月
３
日
㈫
▼
19
日

㈭
▼
２
０
２
０
年
１
月
７
日
㈫
▼

23
日
㈭
▼
２
月
５
日
㈬
▼
21
日
㈮

各
日
と
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
１
回
30
分
程
度

出
張
動
物　

▼
ウ
サ
ギ
▼
モ
ル
モ
ッ
ト

※
出
張
ふ
れ
あ
い
動
物
園
実
施
日

の
午
後
の
「
ふ
れ
あ
い
は
う
す
」は

お
休
み
と
な
り
ま
す
。

定　

員　

一
日
一
施
設
で
、
１
回

30
人
程
度

申
込
期
限　

各
実
施
日
の
２
週
間

前

　

臥
竜
公
園
の
桜
を
守
る
作
業
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
15
日
㈮
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所　

多
目
的
広
場
（
動
物

園
裏
の
看
護
学
校
上
の
駐
車
場
）

作
業
内
容　

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
の
堆
肥

作
成
作
業

持
ち
物　

▼
作
業
の
で
き
る
服
装

▼
軍
手
▼
雨
具

申
込
方
法　

臥
竜
公
園
管
理
事
務

所
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈮
～
14
日

㈭
　

動
物
園
の
役
割
で
あ
る
環
境
教

育
を
学
び
ま
す
。
一
限
目
は
「
動
物

た
ち
の
病
気
（
感
染
症
）
」で
す
。
多

く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
10
日
㈰
午
前
10
時

～
11
時

と
こ
ろ　

動
物
園
南
園
休
憩
所

内　

容　

▼
豚
コ
レ
ラ
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
っ
て
な
に
？

▼
動
物
園
で
衛
生
管
理
や
注
意
し

て
い
る
こ
と
っ
て
な
に
？

講　

師　

青
木
一
郎
さ
ん
（
長
野

家
畜
保
健
衛
生
所
）
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住民票・印鑑登録証明書・マイナンバーカード

11月５日から
住民票・印鑑登録証明書・マイナンバー
カードに旧氏（旧姓）が併記できます

問合せ　市民課（☎026‐248‐9002）

旧
氏
を
併
記
す
る
に
は

Ｑ
＆
Ａ

　

11
月
５
日
㈫
か
ら
、
希
望
さ
れ

る
方
に
は
、
住
民
票
・
印
鑑
登
録

証
明
書
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
旧
氏
（
旧
姓
）を
併
記
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
婚
姻
な
ど
で
氏

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
旧

氏
を
住
民
票
な
ど
に
併
記
し
て
、

公
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
旧
氏
を
契
約
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
票
に
旧
氏
が
併
記
さ
れ
る

と
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
も
旧
氏
が
併
記

さ
れ
、
旧
氏
を
表
す
印
鑑
で
印
鑑

登
録
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
併
記

で
き
る
旧
氏
は
一
人
に
一
つ
だ
け

で
す
。
ま
た
、
登
録
で
き
る
印
鑑

は
、
現
在
の
氏
ま
た
は
旧
氏
の
う

ち
一
つ
の
み
で
す
。

　

住
民
票
な
ど
に
旧
氏
を
併
記
す

る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
次
の
物
を
用
意
し
て
、
市

役
所
市
民
課
の
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
物

▼
併
記
し
た
い
旧
氏
が
記
載
さ
れ

て
い
る
戸
籍
か
ら
現
在
の
戸
籍
に

至
る
全
て
の
戸
籍
謄
本
お
よ
び
除

籍
謄
本

▼
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド

▼
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

▲住民票のイメージ

Ｑ
．
旧
氏
を
削
除
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
か
。

Ａ
．
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
な

ど
に
は
、
旧
氏
を
削
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｑ
．
旧
氏
を
住
民
票
に
併
記
し
た

場
合
、
印
鑑
登
録
証
明
書
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
旧
氏
を
表
示

し
な
い
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ
．
住
民
票
に
旧
氏
を
併
記
し
て

い
る
場
合
に
は
、
旧
氏
を
非
表
示

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
同

様
に
、
住
民
票
に
旧
氏
を
併
記
し

て
い
な
い
場
合
に
は
、
印
鑑
登
録

証
明
書
な
ど
に
旧
氏
を
併
記
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

地域おこし

協力隊員の

活動報告

　

豊
洲
地
区
で
活
動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
成
田
あ
ゆ

み
で
す
。
平
成
29
年
６
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
て
今
年
で
３
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
私
が
取
り
組
ん
で
い
る
摘
果
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス

づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

活
動
の
１
年
目
、
「
摘
果
さ
れ
た
り
ん
ご
は
農
薬
ま
み
れ
の
毒

り
ん
ご
」
と
い
う
地
元
農
家
の
方
の
認
識
が
正
し
い
の
か
を
調
べ

ま
し
た
。
県
農
村
工
業
研
究
所
へ
検
査
を
依
頼
し
、
摘
果
り
ん
ご

の
残
留
農
薬
の
分
析
結
果
は
、
基
準
値
を
大
き
く
下
回
り
食
べ
て

も
問
題
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

活
動
の
２
年
目
は
「
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
」
に
注
目
し
ま
し
た
。
県

農
村
工
業
研
究
所
で
分
析
し
た
結
果
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
含
有
量

は
り
ん
ご
の
大
き
さ
や
成
熟
に
関
係
な
く
一
定
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
成
熟
り
ん
ご
に
比
べ
小
さ
な
摘
果
り
ん
ご
を
使
っ

た
方
が
、
ジ
ュ
ー
ス
に
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
量
が
多
く

な
る
た
め
、
摘
果
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
の
量
産
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
３
年
目
は
、
春
か
ら
豊
洲
の
農
家
さ
ん
の
り
ん
ご
栽
培

に
参
加
し
、
12
ケ
ー
ス
２
２
０
kg
の
摘
果
り
ん
ご
を
収
穫
し
、
ジ

ュ
ー
ス
へ
と
加
工
し
ま
し
た
。
農
家
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
、
洗
浄
・
搾
汁
・
加
熱
殺
菌
な
ど
の
工
程
を
経
て
瓶
詰

め
を
し
ま
し
た
が
、
か
な
り
の
労
力
を
必
要
と
す
る
大
変
な
作
業

で
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
は
全
部
で
約
１
５
０

本
、
市
販
の
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
に
比
べ
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
甘
さ

で
酸
味
の
強
い
さ
わ
や
か
な
味
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
、
摘

果
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
を
多
く
の
方
に
試
飲
し
て
い
た
だ
き
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ま
と
め
て
活
用
方
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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7

14

21

28

１歳児健康相談（P28）
 2

9

16

木 金 土

高齢者健康教室公開
講座（P27）

22

15

 1

8
３カ月児健康診査
（P28）

パ仁礼コミュニティセン
ター（10:00～）

健

健

１歳６カ月児健康診査
（P28）

健

講

かみかみ離乳食講座
（P28）

講

講うつ病の方の家族教
室（P26）

29 30

人権啓発 DVD 上映会
（P26）

イ

こころの健康づくり
講座（P26）

講

介護教室（P27）講

メモ

旧家で茶会をしよう!
（P25）

イ

23勤労感謝の日

薬 大丸薬局、薬局 マツ
モトキヨシ芝宮前店

診 信州医療センター

※祝日を除く

市外局番…（026）

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月～金曜日※　8:30～17:15
ところ　子ども課（東庁舎１階）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月～金曜日※　8:30～17:15
ところ　学校教育課（東庁舎１階）

■空き家バンク活用相談☎248-9017
と　き　月～金曜日※　9:00～17:00
ところ　政策推進課（本庁舎２階）
問合せ　政策推進課（要予約）

■結婚相談☎214-2994
と　き　３日㈰、17日㈰、12月１日㈰  
        9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

■日本政策金融公庫相談会☎245-0031
ところ　須坂商工会議所
問合せ　須坂商工会議所

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　20日㈬　13:30～
ところ　シルバー人材センター

■年金相談☎244-4100（代表）
と　き　月～金曜日※、９日㈯
ところ　長野北年金事務所
問合せ　長野北年金事務所(要予約）

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　27日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター
        （本庁舎２階）　

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　14日㈭、28日㈭ 13:00～16:00
ところ　中央公民館　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■行政相談☎248-9002
と　き　12月５日㈭　14:00～16:00
ところ　市役所相談室(本庁舎２階）
問合せ　市民課（要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈮　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■司法書士無料相談☎245-0031
と　き　28日㈭　13:00～15:00
ところ　須坂商工会議所

■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　19日㈫　10:00～12:00
ところ  人権交流センター
問合せ　人権同和政策課

パ 旭ヶ丘ふれあいプラザ
（14:00～）

 5  6  7

カピバラ温泉(～2020年
４月26日）（P18）

イ

須坂長野東インター
チェンジ周辺地区開
発計画市民説明会
(～８日）（P23）

イ

「家庭の日」作文・ポスタ
ー入賞作品展(～10日）
（P25）

イ

昭和レトロおもちゃ展
（～12月28日）（P25）

イ

レトロおもちゃを動か
してみよう!(～10日）

（P25）

イ企画展「荻原恒夫展」
(～12月23日）（P25）

イ

すざかこども食堂
（P25）

イ

講食べてわかる減塩教
室（P27）

部落差別をはじめあ
らゆる差別をなくす
市民大集会（P８）

イ

マタニティセミナー
（P27）

講

信州須坂とよおか新
そば祭り（P32）

イ

大人のための朗読会
（P13）

イ

いい夫婦の日イベント
（～24日）（P18）

ドライポイント教室
（～24日）（P27）

イ

講



2019年11月号・21・

11月
2019年

…日曜・祝日休日当番薬局

…休日緊急診療室

…各種相談

…各種健康診査など

…イベント情報など

…各種講座・教室

…おでかけパソコン相談室

薬 

健

講

診

相

イ

パ

5

12

19

26

6

20

27

 3

10

17

24

4

11

18

25

日 月 火 水

２歳児健康相談（P28）

診 信州医療センター

診 信州医療センター

診信州医療センター

薬 蔵の町薬局、パセリ
薬局、薬局 マツモト
キヨシ芝宮前店

診信州医療センター

薬 蔵の町薬局、オオク
マ薬局、薬局 マツモ
トキヨシ芝宮前店

薬 蔵の町薬局、すみさ
か土屋薬局、立町中
央薬局

薬 蔵の町薬局、高梨土
屋薬局、薬局 マツモ
トキヨシ芝宮前店

健

もぐもぐ離乳食講座
（P28）

講

13

３歳児健康診査（P28）健

子育て相談（P35）相

税金などの納期限
※詳細は上段をご覧
ください。

お抹茶体験教室(～６
日、８日～10日）（P25）

イ

※今月号は38ページのため、カレンダーは見開きになりません。

税金などの納期限

納期限･口座振替日
12月２日㈪

国民健康保険税（普通徴収）…５期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）…５期
介護保険料（普通徴収）………８期
下水道受益者負担金・分担金…３期

パ 旭ヶ丘ふれあいプラザ
（14:00～）

食育相談（P35）相

「陶印作り」（P25）イ

戦没者追悼式（P25）イ

文化の日 振替休日

診 信州医療センター

薬 スザカ岡田薬局、薬
局 マツモトキヨシ芝
宮前店

 1  2  3  4
パ仁礼コミュニティセン

ター（10:00～）

ゼンマイで動く人形・
ロボット作り（P25）

イ

子ども絵画コンクー
ル「祭り」サラエボ入賞
作品展（～12月12日）

（P26）

イ

「みんなも家族も憩う
会」（P26）

イ

「コーヒーカップ作り」
（P25）

イ

空き家問題110番（P26）イ

年賀状版画教室(P27）講

さわやか貯筋教室公
開講座（P27）

講

親子料理教室（P31）イ

日滝地域公民館「高津
住職のお勝手」（P31）

イ

絵画展「傘寿を記念し
て」(～12月３日）（P32）

イ

須坂市表彰式（P17）イ

須坂市動物園学校
（P18）

講



広
告
欄

お 

知 

ら 

せ

2019年11月号 ・22・

市外局番…（026）

　

農
作
物
を
野
ね
ず
み
の
被
害
か

ら
守
る
た
め
、
市
内
全
域
の
農
地

に
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。
飼
い
犬

や
飼
い
猫
な
ど
の
被
害
防
止
に
ご

●
野
ね
ず
み
駆
除
を
行
い
ま
す

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
な
ご
家
庭
を
対
象
に
、
入
学
前

に
新
入
学
に
か
か
る
学
用
品
費
の

一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

来
年
度
小･

中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
の
い
る
世
帯
で
、
申

請
時
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯

▼
生
活
保
護
が
こ
の
１
年
以
内
に

廃
止
ま
た
は
停
止
し
た
▼
今
年
度

市
民
税
が
非
課
税
世
帯
と
な
る
▼

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

●
新
入
学
に
か
か
る
学
用
品
費

　
に
関
す
る
就
学
援
助
制
度

▼
国
民
年
金
保
険
料
や
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
▼

保
護
者
が
事
故
、
病
気
、
収
入
が

不
安
定
な
ど
で
所
得
が
低
く
生
活

が
困
難
で
あ
る
（
こ
の
場
合
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
）

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
学
校
教
育
課
（
東
庁

舎
１
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
時
に
は
個
人
番
号
が
必
要

に
な
り
ま
す
）
申
請
書
は
、
小
学

新
１
年
生
は
入
学
予
定
の
小
学
校
、

中
学
校
新
１
年
生
は
在
籍
し
て
い

る
小
学
校
、
ま
た
は
学
校
教
育
課

で
お
渡
し
し
ま
す
。

受
付
期
間　

11
月
18
日
㈪
～
12
月

13
日
㈮

※
４
月
に
も
就
学
援
助
費
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
す
で
に
就
学
援
助
費
を
受
給
し

て
い
る
世
帯
は
、
小
学
新
１
年
生

の
み
個
人
番
号
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※
個
人
番
号
の
取
り
扱
い
に
な
り

ま
す
の
で
、
学
校
で
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日を除く)

月月月情報ファイル情報ファイル情報ファイル111111

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

●
結
婚
に
伴
う
住
居
費
・
引
越

　
費
を
補
助
し
ま
す
～
結
婚
新

　
生
活
支
援
事
業
補
助
金
～

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
世
帯

▼
２
０
１
９
年
１
月
１
日
～
２
０

２
０
年
３
月
13
日
ま
で
に
入
籍
し

た
世
帯
▼
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に

お
け
る
年
齢
が
34
歳
以
下
▼
夫
婦

の
合
計
所
得
が
３
４
０
万
円
未
満

の
世
帯
（
貸
与
型
奨
学
金
を
返
済

し
て
い
る
場
合
は
、
年
間
返
済
額

を
所
得
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。
離

職
し
、
申
請
時
に
無
職
の
方
は
所

得
な
し
で
算
出
し
ま
す
）
▼
夫
婦

と
も
に
須
坂
市
に
住
所
が
あ
る
▼

対
象
の
住
居
が
須
坂
市
に
あ
る

※
こ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

対
象
費
用　

①
新
居
の
購
入
費
②

新
居
の
家
賃
（
敷
金
や
礼
金
、
共
益

費
な
ど
も
含
む
）
③
引
越
業
者
や

運
送
業
者
に
支
払
っ
た
引
越
費
用

※
費
用
の
対
象
期
間
は
、
２
０
１

９
年
１
月
１
日
～
２
０
２
０
年
３

月
13
日

補
助
額　

①
～
③
の
合
算
額
（
上

限
30
万
円
）

申
込
・
問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

　

介
護
保
険
の
利
用
者
や
高
齢
者

の
意
向
と
実
情
を
把
握
し
、
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
な
ど
各
種

計
画
の
策
定
資
料
に
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
中
旬
～
下
旬

対　

象　

10
月
１
日
現
在
▼
居
宅

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
▼
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
方
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

６
０
０
人

調
査
方
法　

調
査
票
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
返
信
用
封
筒
で
回
答
。

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

●
高
齢
者
等
実
態
調
査
に
ご
協

　
力
を
お
願
い
し
ま
す

対　

象　

人
工
透
析
患
者
・
ス
ト

マ
用
装
具
使
用
者
で
、
２
０
１
９

年
11
月
１
日
現
在
、
市
内
に
１
年

以
上
住
所
の
あ
る
方

申
請
方
法　

福
祉
課
（
窓
口
⑧
番
・

●
人
工
透
析
患
者
・
ス
ト
マ
用

　
装
具
使
用
者
の
方
へ
見
舞
金

　
を
支
給
し
ま
す

注
意
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

11
月
23
日
㈯
～
12
月

１
日
㈰

問
合
せ　

農
林
課　

（
☎
２
４
８-

９
０
０
４
）

◎
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
で
「
須
坂
」
が
紹
介
さ
れ
る
場
合
は
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。　

政
策
推
進
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）
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対　

象　

県
の
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
・
特
定
医
療
費
（
指
定
難

病
）
受
給
者
証
・
特
定
疾
病
医
療

受
給
者
証
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の

交
付
（
有
効
期
限
が
２
０
１
９
年

10
月
１
日
以
後
）を
受
け
て
い
て
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

▼
２
０
１
９
年
11
月
１
日
現
在
、

市
内
に
１
年
以
上
住
所
の
あ
る
方

▼
須
坂
市
人
工
透
析
患
者
等
見
舞

金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

申
請
方
法　

福
祉
課
（
窓
口
⑧
番
・

本
庁
舎
１
階
）
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
特
定
疾
患
等
患
者
の
方
へ
見

　
舞
金
を
支
給
し
ま
す

募
　
　
　

集

【
商
品
券
販
売
窓
口
時
間
の
延
長
】

　

販
売
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
で
し
た
が
、
午
後

６
時
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

販
売
期
限　

２
０
２
０
年
２
月
28

日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
28

日
㈯
～
１
月
３
日
㈮
を
除
く
）

【
購
入
引
換
券
交
付
申
請
期
限
】

　

購
入
対
象
者
の
う
ち
住
民
税
非

課
税
の
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
の
期
限
が
今
月
末
と
な
り

ま
す
の
で
、
期
間
内
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

２
０
１
９
年
１
月
１
日

に
須
坂
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
、
２
０
１
９
年
度
の
住
民

税
が
非
課
税
の
方

※
購
入
対
象
者
に
は
申
請
書
類
を

８
月
に
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
ま
た
は
専
用
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

無
く
し
た
方
は
、
申
請
書
を
再
発

●
須
坂
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

　
券
販
売
時
間
延
長
と
申
請
期
限

行
し
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

11
月
29
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

申
請
・
問
合
せ　

商
業
観
光
課
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当
室

（
☎
２
４
８
‐
５
６
１
１
）

　

全
市
民
を
対
象
に
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

と　

き　

▼
11
月
７
日
㈭
▼
８
日

㈮
両
日
と
も
午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ　

井
上
保
育
園

内　

容　

▼
こ
れ
ま
で
の
経
過
▼

開
発
計
画
▼
今
後
の
予
定

※
保
育
園
は
駐
車
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
井

上
店
、
お
百
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
い
の
う
え

桐
の
里
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

●
須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

　
ン
ジ
周
辺
地
区
開
発
計
画
に

　
関
す
る
市
民
説
明
会

●
有
害
鳥
獣
を
増
や
さ
な
い
た

　
め
に

　

収
穫
さ
れ
な
い
果
実
は
冬
期
間

有
害
鳥
獣
の
エ
サ
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
来
減
少
す
る
有

害
鳥
獣
が
越
冬
し
て
し
ま
い
、
農

作
物
被
害
が
増
加
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
抑
え

る
た
め
に
も
、
収
穫
し
な
い
果
実

を
畑
な
ど
に
放
置
せ
ず
、
埋
設
す

る
な
ど
適
切
な
処
理
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
金
を
財
源
と

す
る
（
公
財
）
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
の
地
域
活
動
助
成
事
業
を
活

用
し
て
公
会
堂
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

【
南
原
町
公
会
堂
】

　

南
原
町
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
備
品
の
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
、

●
宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り
公
会 

　
堂
備
品
を
整
備

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン

タ
ー
、
会
議
テ
ー
ブ
ル
長
机
（
写

真
左
）
を
整
備
し
ま
し
た
（
９
月

18
日
）
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

●
一
般
任
期
付
職
員
（
社
会
福

　
祉
士
）
募
集

　

２
０
２
０
年
４
月
１
日
か
ら
一

定
期
間
に
限
り
、
社
会
福
祉
士
と

し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

従
事
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
人

受
験
資
格　

社
会
福
祉
士
の
免
許

を
有
し
、
家
庭
訪
問
に
よ
る
対
人

相
談
支
援
経
験
の
あ
る
方

任
用
期
間　

２
０
２
０
年
４
月
１

日
～
２
０
２
３
年
３
月
31
日

※
採
用
さ
れ
た
日
か
ら
最
長
５
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
延

長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
験
手
続　

総
務
課
に
あ
る
試
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈮
～
26
日

㈫
（
26
日
㈫
の
消
印
有
効
）

試
験
方
法　

▼
書
類
審
査
▼
面
接

試
験
（
12
月
実
施
予
定
）

申
込
・
問
合
せ　

総
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
０
）　
　
　

さ
い
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

◎
Ｆ
Ｍ
ぜ
ん
こ
う
じ
（
76
・
５
Ｆ
Ｍ
）
の
番
組
に
選
手
が
出
演
し
「
長
野
☆
Ｇ

ガ

ａ
Ｒ

ロ

ｏ
ｎン

ｓズ

」
を
紹
介
し
ま
す
。　

放
送
日
時　

11
月
15
日
㈮
午
後
４
時
15
分
頃
～
（
約
15
分
）

本
庁
舎
１
階
）
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

▼
昨
年
度
申
請
し
た

方
は
、
郵
送
済
み
の
申
請
書
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
▼
申
請
は
毎
年

行
っ
て
く
だ
さ
い
▼
初
め
て
申
請

す
る
方
は
医
師
の
証
明
が
必
要
で
す

見
舞
金
額　

▼
人
工
透
析
患
者
… 

４
万
円
▼
ス
ト
マ
用
装
具
使
用
者

…
３
万
２
０
０
０
円

持
ち
物　

▼
は
ん
こ
▼
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の　

申
請
期
間　

11
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

申
請
・
問
合
せ　

福
祉
課　

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

持
ち
物　

▼
受
給
者
証
の
写
し
▼

は
ん
こ
▼
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

※
昨
年
度
申
請
し
た
方
は
、
郵
送

済
み
の
申
請
書
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
は
毎
年
行
っ
て
く
だ
さ
い

申
請
期
間　

11
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

申
請
・
問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
２
４
８-

９
０
０
３
）
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広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

●
ま
ち
づ
く
り
課
か
ら
の
募
集

【
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
新
規
参
加

 

者
募
集
】

　

丹
精
込
め
て
育
て
て
い
る
お
庭

を
よ
り
多
く
の
人
と
一
諸
に
楽
し

み
、
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
新
規
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
お
宅
を
募
集
し

ま
す
。

対　

象　

ご
自
身
や
専
門
家
が
手

が
け
た
▼
自
宅
の
お
庭
▼
事
業
所

の
お
庭
▼
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を

一
般
開
放
し
て
い
た
だ
け
る
方

※
開
放
し
て
い
た
だ
け
る
場
所
や

期
間
な
ど
参
加
者
の
ご
都
合
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
内
容　

▼
庭
の
写
真
を
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
マ
ッ
プ
で
紹
介
▼

他
市
町
村
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

の
視
察
研
修　

な
ど

申
込
期
限　

12
月
９
日
㈪　

【
カ
ン
ナ
の
球
根
掘
り
作
業
ボ
ラ

 

ン
テ
ィ
ア
募
集
】

と　

き　

11
月
16
日
㈯
午
前
６
時

30
分
～
７
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

国
道
４
０
３
号
線
沿
い

（
幸
高
町
信
号
か
ら
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
入
口
）
の
花
壇

集
合
場
所　

Ｊ
Ａ
な
が
の
井
上
店

駐
車
場

持
ち
物　

▼
手
袋
▼
ス
コ
ッ
プ

申
込
期
限　

11
月
12
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

　

短
時
間
の
預
か
り
、
児
童
ク
ラ

ブ
や
保
育
園
・
幼
稚
園
へ
の
送
迎
、

習
い
事
の
送
迎
な
ど
、
子
育
て
中

の
保
護
者
の
方
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
（
提
供
会
員
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

提
供
会
員
に
な
る
た
め
に
事
前

講
習
会
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
事
前
講
習
会
】

と
き
・
内
容

①
11
月
14
日
㈭
午
前
11
時
～
正
午

…
家
庭
看
護
（
発
熱
、
嘔お

う

と吐
、
下

痢
な
ど
の
対
処
）

②
11
月
18
日
㈪
▼
午
前
10
時
30
分

～
午
前
11
時
…
保
育
の
こ
こ
ろ
と

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　
セ
ン
タ
ー
提
供
会
員
募
集

●
公
共
職
業
訓
練
生
募
集

　

モ
ノ
づ
く
り
の
技
術
、
設
備
の

保
守
な
ど
の
知
識
・
技
能
・
技
術

を
身
に
付
け
、
早
期
に
就
職
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
公
共
職
業
訓

練
で
す
。

訓
練
期
間　

２
０
２
０
年
１
月
７

日
㈫
～
６
月
29
日
㈪

と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長

野
（
長
野
市
）

募
集
コ
ー
ス　

▼
電
気
設
備
技
術

科
▼
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方

遊
び
▼
午
前
11
時
～
正
午
…
乳
幼

児
の
栄
養
と
食
事

③
11
月
21
日
㈭
午
前
11
時
～
正
午

…
家
庭
で
で
き
る
応
急
手
当
（
け

が
、
や
け
ど
、
頭
部
打
撲
な
ど
）

➃
11
月
22
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
…
乳
幼
児
の
発
達
と
心
理

⑤
11
月
27
日
㈬
午
前
11
時
～
正
午

…
乳
幼
児
の
救
急
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
っ
た
救
急
法
）

と
こ
ろ　

▼
①
②
③
⑤
…
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
▼
④
…
福
祉
会
館

参
加
費　

無
料

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
２
４
５
‐
６
５
８
８
）

定　

員　

各
15
人

参
加
費　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
別
途
）

申
込
期
限　

12
月
６
日
㈮

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
須
坂

（
☎
２
４
８
‐
８
６
０
９
）

問
合
せ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長

野
（
☎
２
４
３
‐
７
８
５
６
）

【
公
共
職
業
訓
練
施
設
見
学
会
】

と　

き　

▼
11
月
６
日
㈬
▼
29
日

㈮
両
日
と
も
午
前
９
時
45
分
～
午

後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長

野
（
長
野
市
）

内　

容　

▼
公
共
職
業
訓
練
（
無

料
）
の
説
明
▼
施
設
見
学　

な
ど

参
加
費　

無
料

対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方

申
込
・
問
合
せ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
長
野（
☎
２
４
３
‐
７
８
５
６
）

　

地
方
青
少
年
問
題
協
議
会
法
に

基
づ
き
設
置
し
て
い
る
「
須
坂
市

青
少
年
問
題
協
議
会
」
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

任　

期　

12
月
１
日
～
２
０
２
１

年
11
月
30
日

申
込
期
限　

11
月
13
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

●
市
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

　
募
集

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
生
徒
募
集

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
）
で
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　

▼
推
薦
…
11
月
１
日

㈮
～
29
日
㈮
▼
一
般
…
11
月
１
日

㈮
～
２
０
２
０
年
１
月
６
日
㈪

試
験
日　

▼
推
薦
…
２
０
２
０
年

１
月
５
日
㈰
～
６
日
㈪
の
う
ち
１

日
▼
一
般
…
２
０
２
０
年
１
月
18

日
㈯
～
２
月
３
日
㈪
の
う
ち
１
日

申
込
・
問
合
せ　

自
衛
隊
長
野
地

方
協
力
本
部
長
野
地
域
事
務
所

（
☎
２
３
５
‐
６
０
２
６
）

◎
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）
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●「
家
庭
の
日
」作
文
・
ポ
ス
タ
ー

　
入
賞
作
品
展

　

市
内
の
小
・
中
学
生
の
入
賞
作

品（
一
席
～
三
席
）を
展
示
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
２
日
㈯
～
10
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
10
時

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

●
す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂

と　

き　

11
月
９
日
㈯
午
前
11
時

●
旧
小
田
切
家
住
宅
イ
ベ
ン
ト

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

入
館
料　

３
０
０
円
（
中
学
生
以

下
、
市
内
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

【
企
画
展
「
長
野
県
ゆ
か
り
の
工 

 

芸
作
家
（
陶
芸
）
荻
原
恒
夫
展
」
】

　

須
坂
市
の
陶
芸
家　

荻
原
恒
夫

さ
ん
の
作
品
は
、
宇
宙
の
よ
う
な

広
大
な
世
界
観
を
陶
芸
で
表
現
し

て
い
ま
す
。

期　

間　

11
月
８
日
㈮
～
12
月
23

日
㈪ 

作
家
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
き
・
内
容　

▼
①
11
月
17
日
㈰

…
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
作
り
▼
②
12

月
１
日
㈰
…
陶
印
作
り
両
日
と
も

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

参
加
費　

▼
①
１
５
０
０
円
▼
②

●
戦
没
者
追
悼
式

　

須
坂
市
の
全
戦
没
者
（
軍
人
・

軍
属
・
学
徒
動
員
、
徴
用
工
員
の

他
、
外
地
に
お
い
て
尊
い
命
を
な

く
さ
れ
た
開
拓
者
・
一
般
邦
人
お

よ
び
内
地
に
お
け
る
戦
災
死
没
者
）

に
対
し
、
市
を
あ
げ
て
追
悼
の
誠

を
捧
げ
、
恒
久
の
平
和
を
願
う
た

め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま

す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
平
服
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
13
日
㈬
午
前
９
時

30
分
～
11
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
小
ホ

ー
ル
）

内　

容　

▼
追
悼
の
辞
▼
献
花
▼

体
験
発
表　

な
ど

問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

●
世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館
イ 

　
ベ
ン
ト

入
館
料　

３
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

【
昭
和
レ
ト
ロ
お
も
ち
ゃ
展
】

　

ス
ロ
ッ
ト
カ
ー
や
ブ
リ
キ
の
お

も
ち
ゃ
、
和
製
フ
ラ
ン
ス
人
形
な

ど
昭
和
の
懐
か
し
い
レ
ト
ロ
お
も

ち
ゃ
を
展
示
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
２
日
㈯
～
12
月
28

日
㈯

【
レ
ト
ロ
お
も
ち
ゃ
を
動
か
し
て  

 

み
よ
う
!
】

　

ス
ロ
ッ
ト
カ
ー
や
電
池
で
動
く

お
も
ち
ゃ
な
ど
懐
か
し
い
お
も
ち

ゃ
を
体
験
で
き
ま
す
。

と　

き　

▼
11
月
９
日
㈯
▼
10
日

㈰
両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
ゼ
ン
マ
イ
で
動
く
人
形
・
ロ
ボ
ッ

 

ト
づ
く
り
】

●
お
抹
茶
体
験
教
室

　

歴
史
的
建
造
物
の
利
活
用
促
進

と
町
並
み
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目

的
に
「
抹
茶
の
体
験
教
室
」を
開
催

し
ま
す
。

と　

き　

▼
11
月
４
日
㈪
▼
５
日

㈫
▼
６
日
㈬
▼
８
日
㈮
▼
９
日
㈯

▼
10
日
㈰
各
日
と
も
午
前
10
時
～

午
後
４
時

※
６
日
㈬
は
、
「
蔵
の
町
す
ざ
か

昔
を
語
る
会
」
と
「
信
州
須
坂
紙

芝
居
の
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
る
紙
芝
居
を
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

旧
小
田
切
家
住
宅
上
店

参
加
費　

３
０
０
円
（
お
茶
・
お

菓
子
代
含
む
）

問
合
せ　

県
建
築
士
会
須
高
支
部

（
戸
松
）（
☎
２
４
５
‐
９
７
２
８
）

　

ゼ
ン
マ
イ
で
動
く
レ
ト
ロ
な
お

も
ち
ゃ
作
り
。
自
分
だ
け
の
お
も

ち
ゃ
を
作
っ
て
み
よ
う
！

と　

き　

11
月
24
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～

参
加
費　

５
０
０
円
（
入
館
料
別
）

申
込
期
限　

11
月
17
日
㈰

定　

員　

10
人

【
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン  

 

テ
ィ
ア
募
集
】

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
の
補
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
22
日
㈰

申
込
期
限　

11
月
15
日
㈮

問
合
せ　

世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

（
☎
２
４
５
‐
２
３
４
０
）

１
０
０
０
円

定　

員　

各
15
人
（
要
事
前
申
込
）

申
込
期
限　

▼
①
11
月
10
日
㈰
▼

②
11
月
24
日
㈰

【
旧
家
で
茶
会
を
し
よ
う
!
】

と　

き　

11
月
16
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
３
時

参
加
費　

３
０
０
円
（
入
館
料
別
）

協　

力　

裏
千
家

問
合
せ　

旧
小
田
切
家
住
宅

（
☎
２
４
６
‐
２
２
２
０
）

30
分
～

と
こ
ろ　

高
甫
地
域
公
民
館

参
加
費　

▼
子
ど
も（
高
校
生
ま
で
）

…
無
料
▼
大
人
…
２
０
０
円

※
メ
ニ
ュ
ー
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
す
。

※
タ
マ
ネ
ギ
や
じ
ゃ
が
い
も
を
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂
実

行
委
員
会
（
斎
藤
）

（
☎
０
９
０
‐
４
４
６
０
‐
２
９
１
９
）

◎
平
成
30
年
北
海
道
胆い

ぶ

り振
東
部
地
震
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）
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講

座
・

教

室

●
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室

●
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
座

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

●
司
法
書
士
に
よ
る
「
空
き
家

　
問
題
１
１
０
番
」

●
市
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

　
パ
ソ
コ
ン
講
座

と
こ
ろ　

市
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

２
６
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

【
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
実
践〈
全
４
回
〉】

　

図
形
やS

m
a
r
t
A
r
t

グ
ラ
フ
ィ

●
第
６
回
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク

　
ー
ル
「
祭
り
」
サ
ラ
エ
ボ
入
賞

　
作
品
展

　

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ

の
首
都
サ
ラ
エ
ボ
の
子
ど
も
た
ち

の
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た

絵
画
作
品
展
で
す
。

期　

間　

11
月
13
日
㈬
～
12
月
12

日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
11
月
13
日
は
正
午
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館
ま
ゆ
ぐ
ら

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
館
ま
ゆ
ぐ
ら

（
☎
２
４
８
‐
６
２
２
５
）

　

ス
ト
レ
ス
の
対
処
方
法
や
、
気

持
ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
心
を

元
気
に
す
る
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を

学
び
ま
す
。

と　

き　

11
月
９
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時
15
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

講　

演　

「
心
を
元
気
に
す
る
４

つ
の
ス
テ
ッ
プ
」

講　

師　

大
野
裕
さ
ん
（
一
般
社

団
法
人　

認
知
行
動
療
法
研
修
開

発
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

●
長
野
☆
Ｇ
ａ
Ｒ
ｏ
ｎ
ｓ
ホ
ー

　
ム
ゲ
ー
ム

　

須
坂
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し

て
活
動
し
て
い
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
プ
ロ
チ
ー
ム
「
長
野
☆
Ｇガ

ロ
ａ
Ｒ

ｏン

ズ
ｎ
ｓ
」
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

▼
埼
玉
ア
ザ
レ
ア
戦

と　

き　

11
月
30
日
㈯
午
後
３
時
～

▼
ヴ
ィ
ア
テ
ィ
ン
三
重
戦

と　

き　

12
月
１
日
㈰
午
後
２
時
～

※
観
戦
の
際
は
入
場
チ
ケ
ッ
ト
が

●
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

と　

き　

11
月
20
日
㈬
午
後
０
時

15
分
～

と
こ
ろ　

須
坂
温
泉
古
城
荘

●
「
み
ん
な
も
家
族
も
憩
う
会
」

　
～
昼
食
交
流
会
＆
古
城
荘
落

　
語
会
～

と　

き　

11
月
21
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

上
映
Ｄ
Ｖ
Ｄ　

▼
「
え
っ
!
こ
れ

も
人
権
」
…
30
分
▼
「
人
権
の
ヒ

ン
ト
（
地
域
編
）
」
…
22
分

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

と　

き　

12
月
１
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
４
時

電
話
番
号　

０
１
２
０
‐
４
４
８
‐

７
８
８
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
料　

無
料

相
談
例　

▼
実
家
が
空
き
家
に
な

り
、
売
る
・
貸
す
な
ど
は
可
能
か
?

▼
ま
だ
空
き
家
で
は
な
い
が
、
家

を
継
ぐ
者
が
い
な
い　

な
ど

問
合
せ　

長
野
県
青
年
司
法
書
士

協
議
会
（
佐
藤
）（
☎
２
３
２
‐
０
６

９
１
）

と　

き　

11
月
14
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

ッ
ク
の
作
成
、
表
や
グ
ラ
フ
の
貼

り
付
け
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

▼
11
月
５
日
㈫
▼
12
日

㈫
▼
19
日
㈫
▼
26
日
㈫　

【
中
級
ワ
ー
ド
講
座
〈
全
４
回
〉
】

　

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
や
表
の
作
成
、

図
形
を
使
っ
た
チ
ラ
シ
作
成
な
ど

を
学
び
ま
す
。

と　

き　

▼
11
月
７
日
㈭
▼
14
日

㈭
▼
21
日
㈭
▼
28
日
㈭

※
全
講
座
午
後
７
時
～
９
時

申
込
・
問
合
せ　

市
技
術
情
報
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
５
１
‐
２
２
５
５
）

必
要
で
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

▼
㈱
信
州
ス
ポ
ー
ツ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン(

☎
４
０
５
‐
６
５
６

９)

▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

２
４
８
‐
２
０
２
０
）

参
加
費　

無
料

※
昼
食
代
は
個
人
負
担
（
補
助
あ

り
）

対　

象　

▼
障
が
い
の
あ
る
方
と

そ
の
家
族
▼
地
域
の
方

申
込
期
限　

11
月
８
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
ピ
ア
ハ
ウ
ス

（
☎
２
４
８
‐
０
１
８
０
）

と
こ
ろ　

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム（
長

野
市
）

【
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
】

▼
第
31
節　

ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
沼
津

戦と　

き　

11
月
17
日
㈰
午
後
１
時
～

問
合
せ　

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

事
務
局
（
☎
２
４
４
‐
７
７
８
０
）

※
日
・
月
曜
日
、
祝
日
は
定
休
日

●
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

　
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
情
報

◎
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）



2019年11月号・27・

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

市外局番…（026）

●
高
齢
者
健
康
教
室
公
開
講
座

　

転
倒
予
防
の
体
操
や
認
知
症
予

防
に
関
す
る
コ
ツ
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

と　

き　

11
月
21
日
㈭
午
前
11
時

～
11
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー(

３
階)

内　

容　

▼
体
操
▼
脳
ト
レ　

な
ど

対　

象　

市
内
在
住
65
歳
以
上
の

方持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

●
介
護
教
室

と　

き　

11
月
29
日
㈮
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

善

意

の
窓

口

●
さ
わ
や
か
貯
筋
教
室
公
開
講
座

と　

き　

11
月
26
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
３
階
）

内　

容　

▼
歯
科
衛
生
士
の
講
話

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　〈
全
２
回
〉

◎
２
０
１
８
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
応
募
作
品 

…
… 

思
い
込
み　

偏
見
誤
解
の　

生
み
の
親　

墨
坂
中
３
年　

木
村
莉
子

●
第
３
回
応
急
手
当
普
及
員
講

　
習
会
〈
全
３
回
〉

と　

き　

▼
２
０
２
０
年
２
月
８

日
㈯
▼
15
日
㈯
▼
16
日
㈰
各
回
と

も
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

消
防
本
部
（
３
階
）

内　

容　

所
属
す
る
団
体
や
事
業

所
な
ど
で
、
救
命
講
習
を
指
導
で

き
る
資
格
の
取
得

定　

員　

５
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

３
４
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
・
税
別
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
消
防
署

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

11
月
８
日
㈮
～
２
０

２
０
年
１
月
31
日
㈮
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
、
12
月
28
日
㈯
～
１
月

３
日
㈮
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

消
防
署
消
防
係

（
☎
２
４
５
‐
９
１
０
０
）

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
漬
物
石
（
15
㎏
）
▼
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
（
ジ
ュ
ニ
ア
用
24
イ
ン
チ
）

▼
木
製
学
習
机
▼
折
り
た
た
み
ベ

ッ
ド

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
電
動
ミ
シ
ン
▼
電
動
ビ
ー
バ
ー

▼
餅
つ
き
用
臼
▼
ベ
ビ
ー
バ
ウ
ン

サ
ー　

▼
ベ
ビ
ー
用
食
事
い
す　

　

安
全
基
準
を
満
た
し
た
も
の

【《
差
し
上
げ
ま
す
》 

の
申
込
期
限

と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

11
月
12
日
㈫

交
渉
順
位
抽
選　

11
月
14
日
㈭
午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

（※）

●
食
べ
て
わ
か
る
減
塩
教
室

と
こ
ろ　

県
立
信
州
医
療
セ
ン
タ

ー
（
北
棟
４
階
講
堂
）

テ
ー
マ　

「
冬
場
に
気
を
つ
け
た

い
高
齢
者
の
感
染
症
」

講　

師　

目
黒
美
紀
さ
ん
（
県
立

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー　

感
染
管
理

認
定
看
護
師
）

対　

象　

▼
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ

る
方
▼
家
族
を
介
護
し
て
い
る
方

申
込
期
限　

11
月
27
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
須
坂
や
す
ら
ぎ
の
園

（
☎
２
８
５
‐
０
８
８
８
）

と　

き　

11
月
15
日
㈮
午
前
９
時

45
分
～
11
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

11
月
12
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

【
年
賀
状
版
画
教
室
】

　

ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
木
版
画
で
年

賀
状
を
作
り
ま
す
。

と　

き　

11
月
17
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
４
時 

講　

師　

須
坂
版
画
美
術
館
職
員

定　

員　

15
人

参
加
費　

８
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
12
日
㈫

【
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
教
室〈
全
２
回
〉】

　

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
板
に
直
接
絵
を

●
版
画
美
術
館
の
版
画
教
室

《
寄
附
》�

▼
生
活
困
窮
者
支
援
と
福
祉
向
上

の
た
め（
福
祉
用
車
両
１
台
と
現
金
）

…
須
坂
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

様
▼
子
育
て
支
援
事
業
に
役
立
て

て
ほ
し
い
た
め
（
現
金
）
…
信
越
空

調
株
式
会
社
様
▼
学
校
図
書
充
実

の
た
め（
図
鑑
25
冊
）…
内
舩
俊
樹
様

▼
高
齢
者
福
祉
に
活
用
し
て
も
ら

た
い（
歩
行
器
３
台
）…
青
木
光
男
様（※）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

２
０
２
０
年
２
・
３
・
４

月
出
産
予
定
の
方

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

【
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
健
康
と

食
事
に
つ
い
て
学
ぼ
う〈
１
回
目
〉】

と　

き　

11
月
29
日
㈮
午
前
９
時

30
分
～
11
時
20
分

参
加
費　

１
０
０
円
（
食
材
費
）

申
込
期
限　

11
月
22
日
㈮

※
１
回
目
の
み
申
し
込
み
が
必
要

【
親
に
な
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
新

し
い
家
族
を
迎
え
る
た
め
の
子
育

て
講
座〈
２
回
目
〉】

と　

き　

12
月
15
日
㈰
午
前
９
時

15
分
～
11
時
40
分

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

と
お
口
の
体
操
▼
転
倒
予
防
の
た

め
の
体
操

対　

象　

市
内
在
住
65
歳
以
上
の

方持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

彫
る
主
に
銅
版
画
に
使
わ
れ
る
技

法
で
す
。
独
特
の
や
わ
ら
か
い
に

じ
み
の
あ
る
線
が
表
現
で
き
ま
す
。

と　

き　

▼
11
月
23
日
㈯
▼
24
日 

㈰
両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

講　

師　

中
村
眞
美
子
さ
ん
（
版

画
家
）

定　

員　

10
人

参
加
費　

１
８
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
15
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

須
坂
版
画
美
術
館

（
☎
２
４
８
‐
６
６
３
３
）

内　

容　

う
つ
病
の
方
の
家
族
な

ら
で
は
の
悩
み
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
病
気
や
本
人
と
の
関
わ
り
方

を
家
族
同
士
で
話
を
し
て
、
一
緒

に
学
び
ま
す
。

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

※
参
加
を
希
望
す
る
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳

細
を
お
伝
え
し
ま
す
。
個
別
で
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

（※）
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広
告
欄

11月３日㈰ パセリ薬局

11月４日㈷ スザカ岡田薬局

11月10日㈰ オオクマ薬局

11月17日㈰ すみさか土屋薬局、

           立町中央薬局

11月23日㈷ 大丸薬局

11月24日㈰ 高梨土屋薬局

12月１日㈰ 須坂まい薬局

日曜日・祝日の当番薬局

※蔵の町薬局は４日と23日を除き、

すべて営業します。

※薬局 マツモトキヨシ芝宮前店は

17日を除き、すべて営業します。

休日緊急診療室（小児科・内科）

※休日緊急診療室は、須高医師会、

信州医療センター、須高行政事務

組合が共同で運営しています。

と　き　日曜日・祝日

9:00 ～12:00、13:00 ～17:00

ところ　県立信州医療センター

問合せ　☎245‐1650

11月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

【持ち物】対象予防接種の予診票、母子健康手帳、住所確認ができるもの 
※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
確認ください。

※持ち物は各戸に配布している「健康カレンダー」をご覧いただくか健康づ
くり課までお問い合わせください。 

平成31年３月１日～３月15日生
平成31年３月16日～３月31日生

13:00～13:15
14:15～14:30

13:00～13:15
14:15～14:30

平成31年２月１日～２月15日生
平成31年２月16日～２月28日生か み か み

離乳食講座
12/５（木）

７（木）

３ カ 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

13:00～13:20
13:20～13:40

令和元年８月１日～８月15日生
令和元年８月16日～８月31日生

８（金）
13:00～13:20
13:20～13:40

令和元年７月１日～７月15日生
令和元年７月16日～７月31日生

12/６（金）

３　歳　児
健 康 診 査

13:00～13:20
13:20～13:40

平成28年10月21日～11月４日生
平成28年11月５日～11月24日生

26(火）

も ぐ も ぐ
離乳食講座

13:00～13:15
14:15～14:30

令和元年５月１日～５月15日生
令和元年５月16日～５月31日生

１　歳　児
健 康 相 談

１(金）
13:00～13:20
13:20～13:40

平成30年10月２日～10月13日生
平成30年10月14日～11月１日生

13:00～13:20
13:20～13:40

13:00～13:20
13:20～13:40

平成29年10月11日～10月22日生
平成29年10月23日～11月12日生

平成29年11月13日～11月22日生
平成29年11月23日～12月10日生

２　歳　児
健 康 相 談

13:00～13:20
13:20～13:40

平成30年11月２日～11月20日生
平成30年11月21日～12月２日生

1歳6カ月児
健 康 診 査

13:00～13:20
13:20～13:40

【個別予防接種】

【乳幼児健康診査・相談・講座】

12（火）

四種混合１期初回 生後３カ月～90カ月（７歳半）の前日まで

生後２カ月～60カ月（５歳）の前日まで

生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５カ月～８カ月の前日）

令和元年８月生

令和元年６月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
平成30年11月生

対象年齢

生後12カ月～24カ月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

生後12カ月～36カ月（３歳）の前日まで

平成28年11月生

平成22年11月生

平成20年11月生

生後６カ月～90カ月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎
生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２カ月～９カ月の前日）令和元年９月生

12/２(月）

15（金）

12/10(火）

19（火）

（会場：各医療機関）

（会場：保健センター）

平成30年４月15日～４月26日生
平成30年４月27日～５月11日生

各種健康相談

【保健センター健康相談】

電　話　☎248‐9023

と　き　月～金曜日※9:00～16:00

ところ　保健センター　

【悩み無料ダイヤル】

電　話　☎0800‐800‐7223

と　き　月～金曜日※8:30～17:15

【妊娠・子育てなんでも相談「おひさま」】

電　話　☎213‐6400

と　き　月～金曜日※8:30～17:15

※祝日を除く

◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

家
族
で
読
書
や
読
み
聞
か
せ　

豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）



　

通
勤
途
中
に
し
ば
し

ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

な
が
ら
「
ゴ
ミ
」
を
拾

っ
て
い
る
方
を
お
見
か

け
す
る
。
頭
が
下
が
り

ま
す
。
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
「
ゴ
ミ
」

と
は
「
も
の
の
役
に
立
た
ず
、
無

い
ほ
う
が
良
い
も
の
」
と
あ
る
▼

近
年
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ビ
ニ
ー
ル
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
「
海
洋
ゴ

ミ
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
環
境
や
時
間
と
と
も
に
劣

化
し
、
破
片
や
微
細
な
も
の
と
な

り
海
洋
環
境
や
生
物
に
甚
大
な
悪

影
響
を
与
え
、
漁
業
や
観
光
な
ど

に
も
大
き
な
経
済
損
失
を
与
え
て

い
る
。
日
本
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ミ
の
量
で
世
界
２
位
ら
し
い
▼
視

線
を
宙そ

ら

に
移
し
て
み
る
と
、「
ス
ペ

ー
ス
デ
ブ
リ
」
と
言
わ
れ
る
「
宇

宙
ゴ
ミ
」
（
用
済
み
や
事
故
・
故

障
な
ど
に
よ
り
制
御
不
能
と
な
っ

た
人
工
衛
星
本
体
や
衝
突
片
・
微

細
な
も
の
な
ど
）
が
、
大
量
か
つ

す
さ
ま
じ
い
破
壊
力
を
持
っ
て
地

球
の
周
辺
を
周
回
し
て
い
る
。
地

球
本
体
・
周
辺
も
ゴ
ミ
だ
ら
け
で

あ
る
。
ゴ
ミ
は
人
類
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
（
人
工
物
）
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
▼
手
が

届
か
な
か
っ
た
り
、
微
細
な
も
の

と
な
っ
て
回
収
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
ゴ
ミ
と
し
て
発
生
さ
せ
な
い

こ
と
が
一
番
だ
が
、
ま
ず
は
拾
え

る
も
の
か
ら
…

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
と
は

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
開
催
に
向
け
て
、
全
国
の
各

自
治
体
が
国
を
指
定
し
、
地
域
と

の
人
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
相
互

交
流
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。
な

お
、
県
内
で
中
国
を
相
手
国
と
し

て
い
る
の
は
、
長
野
県
・
須
坂
市
・

長
野
市
・
上
田
市
・
飯
山
市
・
下
諏

訪
町
・
山
ノ
内
町
で
す
。
長
野
県
日

中
友
好
協
会
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
８
日
㈰
、
来
年
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
須
坂
市
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
相
手
国
で
あ
る
中
国
を
学
ぶ
た

め
、
中
央
公
民
館
が
開
催
し
た
講
座
に
41
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
公

益
社
団
法
人
日
中
友
好
協
会
専
務
理
事
の
西
堀
正
司
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

変
化
す
る
中
国

現
在
の
中
国

参
加
者
の
声

公民館だより

２０１９年１１月 1 日発行
691

発行･編集 須坂市中央公民館　〒 382-0013 須坂市大字須坂747番地イ

TEL 026-245-1598 ／ FAX 026-246-3906 ／ E-mail : s-kouminkan@city.suzaka.nagano .jp

▲講座の前にバラ茶やプー
　アル茶などが振る舞われ、
　中国の文化に触れました

現
在
の
中
国
を
知
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
民
館

▲地図を使って中国を説明す
　る西堀さん

　

「
『
創
新
』
と
い
う
言
葉
を
ご

　

「
中
華
人
民
共
和
国
」
に
な
っ

て
70
年
が
経
ち
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
国
が
変
化
し
て
い
く
中
、
中

国
は
特
に
経
済
で
大
き
な
変
化
を

遂
げ
て
い
ま
す
。

　

「
以
前
は
中
国
へ
旅
行
し
た
方

か
ら
、
『
ト
イ
レ
が
良
く
な
か
っ

た
』
と
い
う
声
も
耳
に
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
中
国

は
ト
イ
レ
を
は
じ
め
、
農
村
の
道

路
な
ど
生
活
の
基
盤
と
な
る
部
分

の
改
修
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
貧
し
い
人
を
ゼ
ロ

に
し
、
格
差
を
無
く
し
て
全
て
の

人
が
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
社

会
『
小
康
社
会
（
ま
あ
ま
あ
の
社

会
）
』
を
目
指
し
、
２
０
２
１
年

に
は
達
成
す
る
見
込
み
で
す
」
と

社
会
生
活
の
改
善
に
向
け
た
政
策

を
進
め
て
い
る
現
状
を
西
堀
さ
ん

は
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
西
堀
さ
ん
は
「
中
国
は

昔
と
比
べ
て
驚
く
ほ
ど
変
化
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、
そ
れ
を
ご
自
身
の

目
で
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

国
際
化
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま

　

ず
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
大
切

　

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

実
際
に
日
中
交
流
に
貢
献
し
て

　

い
る
方
の
お
話
は
、
具
体
的
で

　

面
白
か
っ
た
。

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
英
語
で
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
も
い
い
ま
す
。

日
本
で
は
技
術
革
新
を
意
味
し
、

科
学
技
術
な
ど
に
使
う
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
中
国
で
は
『
財
政
』

や
『
人
間
』
な
ど
多
く
の
も
の
に

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世

界
的
に
も
大
変
珍
し
い
こ
と
で
す
」

と
国
が
変
わ
る
と
、
言
葉
の
使
い

方
も
変
わ
る
こ
と
を
講
師
の
西
堀

さ
ん
は
説
明
し
ま
し
た
。

・・
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須
坂
中
央
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
は
、
第
１
、
２
、
３
ブ
ロ
ッ
ク

で
組
織
さ
れ
、「
住
み
よ
い
地
域
に
す
る
た
め
」
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
部
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
た
テ
ー

マ
を
決
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

第
一
部
会

第
ニ
部
会

第
三
部
会

役
員
会

▲夏休み帳学習会の様子

▲親子歴史文化教室の様子

▲町並み小散歩の様子

　

「
み
ん
な
が
健
康
で
、
た
く
ま

し
い
子
供
が
育
つ
地
域
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
し
、
親
子
で
参
加
で
き

る
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
と
共
催
で
、
夏
休

み
子
ど
も
ウ
ィ
ー
ク
「
夏
休
み
帳

学
習
会
」
を
８
月
６
日
㈫
に
中
央

公
民
館
で
開
催
し
、
部
会
員
の
皆

さ
ん
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
関
わ

り
ま
し
た
。

2019年11月号 ・30・

住
み
良
い
地
域
に
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

須
坂
中
央
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会

　

「
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
安
心

安
全
で
、
活
気
の
あ
る
地
域
」
を

テ
―
マ
に
、
地
域
交
流
事
業
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
23
日
（
月
・
祝
）
に
「
親

子
歴
史
文
化
教
室
」
を
生
涯
学
習

推
進
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
開
催
し
、

親
子
で
須
坂
市
の
中
央
地
域
に
あ

る
主
だ
っ
た
文
化
財
や
歴
史
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

　

「
郷
土
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う

人
が
暮
ら
す
地
域
」を
テ
ー
マ
に
、

歴
史
の
保
存
や
学
習
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
力
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
、

子
ど
も
を
中
心
に
地
域
の
交
流
を

深
め
る
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
長
の
関
野
友
憲
さ
ん
は「
今

年
で
６
年
目
を
迎
え
た
須
坂
小
学

校
６
年
生
の
職
場
体
験
学
習
会
は
、

地
域
の
経
済
団
体
・
企
業
・
お
店

と
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
活
動
が
深

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
須
坂

小
学
校
で
行
っ
て
い
る
報
告
会
に

関
係
者
が
招
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

活
動
の
意
味
を
こ
の
報
告
会
で
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
地
域
と
の
結
束
を
さ
ら
に
強
く

し
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
10
日
㈫
、
日

滝
地
域
公
民
館
で
行

わ
れ
た
講
座
に
21
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
満
龍
寺
住

職
の
高
津
孝
道
さ
ん

で
、
市
販
の
ル
ウ
を

使
わ
な
い
カ
レ
ー
作

り
を
教
わ
り
ま
し
た
。

日滝地域公民館

高津住職のお勝手
高
津
住
職
の
お
勝
手
と
は
？

ス
パ
イ
ス
か
ら
の
本
格
カ
レ
ー

　

高
津
さ
ん
か
ら
世
界
の
料
理
を

教
え
て
い
た
だ
く
料
理
教
室
で
、

今
年
で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
高

津
さ
ん
は
海
外
経
験
が
豊
富
で
、

海
外
の
方
々
向
け
に
宗
教
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
考
慮
し
た
食
事
を

作
っ
て
い
ま
す
。
ス
パ
イ
ス
を
利

か
せ
た
肉
料
理
や
、
オ
ー
ブ
ン
料

理
、
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
保
存
食

な
ど
が
得
意
で
す
。
話
も
上
手
で
、

料
理
を
煮
込
む
間
の
「
料
理
談
義
」

も
好
評
で
す
。

　

今
回
作
っ
た
の
は
、
ひ
き
肉
の

ド
ラ
イ
カ
レ
ー
と
チ
キ
ン
カ
レ
ー

で
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
や
カ
イ
エ
ン

ペ
ッ
パ
ー
、
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
、
ガ

ラ
ム
マ
サ
ラ
な
ど
の
ス
パ
イ
ス
を

組
み
合
わ
せ
た
本
格
的
な
カ
レ
ー

で
す
。

　

高
津
さ
ん
の
説
明
後
、
参
加
者

　

チ
キ
ン
カ
レ
ー
は
１
時
間
ほ
ど

煮
込
ん
で
完
成
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
２
種
類
の
カ
レ
ー
を

食
べ
比
べ
「
コ
コ
ナ
ッ
ツ
が
チ
キ

ン
カ
レ
ー
に
こ
ん
な
に
合
う
な
ん

て　
　
　

ウ
チ
の
カ
レ
ー
と
は
違

う　
　
　

ス
パ
イ
ス
が
効
い
て
い

て
お
い
し
い
」
な
ど
と
感
想
を
語

り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

▲煮込んでいる間、高津さん
から今回使ったスパイスの話
を聞きました

▲高津さん( 左から２人目)
　からアドバイスをもらい
　ました

は
レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
作
り
始
め

ま
し
た
。
高
津
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ

の
調
理
台
を
回
り
な
が
ら
「
あ
ま

り
か
き
混
ぜ
ず
、
水
分
を
飛
ば
す

よ
う
に
炒
め
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
㈯
に
「
町
並
み
小
散

歩
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
30
人
の

参
加
者
が
集
ま
り
、「
蔵
の
町
す
ざ

か　

昔
を
語
る
会
」
代
表
の
佐
藤

政
世
さ
ん
の
案
内
で
、
須
坂
市
街

地
南
地
域
を
中
心
に
史
跡
や
文
化

財
を
巡
り
ま
し
た
。

」」
、、
「「
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親
子
で
楽
し
く
料
理
や
工
作
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
無
料
の
託
児
が
あ
り
ま
す
。
事

　

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
親
子
料
理
教
室

と
　
き　

12
月
１
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

２
０
９
料
理
実
習
室

内
　
容　

豆
腐
ク
リ
ー
ム
の
パ
ン

　
　
　
　

グ
ラ
タ
ン
、
豚
ス
ラ
イ

　
　
　
　

ス
の
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ

　
　
　
　

他
２
品

講
　
師　

須
坂
市
食
生
活
改
善
推

　
　
　
　

進
協
議
会
の
皆
さ
ん

参
加
費　

５
０
０
円

※
材
料
費
・
保
険
料

体験

体験

体験

体験

講演

親
子
で
楽
し
も
う　

   

高
津
住
職
の
お
勝
手　

   

編
み
物
教
室〈
全
４
回
〉

現
役
高
校
生
の
た
め
の

料
理
教
室

年
忘
れ
！

元
気
は
つ
ら
つ
落
語
会

須
坂
中
央
公
民
館

日
滝
地
域
公
民
館

南
部
地
域
公
民
館

　

１
日
３
食
を
食
べ
る
こ
と
は
、

生
き
て
い
く
た
め
の
基
本
で
す
。

市外局番…(026)

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん
、
上
履

　
　
　
　

き
（
子
ど
も
の
み
）

②
親
子
で
か
わ
い
い
リ
ー
ス
＆
ミ

　

ニ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
つ
く
ろ
う

と
　
き　

12
月
８
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
０
４
教
室

講
　
師　

須
坂
創
成
高
等
学
校
教

　
　
　
　

諭
と
生
徒
の
皆
さ
ん

参
加
費　

８
０
０
円
（
１
セ
ッ
ト
）

※
１
世
帯
２
セ
ッ
ト
ま
で

持
ち
物　

飾
り
付
け
用
材
料
、
持

　
　
　
　

ち
帰
り
用
の
袋
（
リ
ー

　
　
　
　

ス
と
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

※
①
②
と
も
に

定
　
員　

10
世
帯

※
子
ど
も
は
小
学
生
が
対
象
で
す
。

申
込
期
限　

11
月
25
日
㈪

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
古
典
落
語

の
人
情
ば
な
し
２
題
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
ゆ
く
年
に
感
謝
し
、

明
る
い
希
望
を
も
っ
て
新
年
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
　
き　

12
月
６
日
㈮　
　
　
　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル

出
演
者
・
演
目

　
　
　
　

飲
の
み
の
み
て
い
ひ
や
や
っ
こ

々
亭
冷
奴　
　
　
　

　
　
　
　

「
文ぶ

ん
し
ち
も
っ
と
い

七
元
結
」

　
　
　
　

理り
は
つ
や
ぶ
ん
し
ょ
う

髪
家
文
正

　
　
　
　

「
芝し

ば
は
ま浜

」

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

ギ
リ
シ
ャ
料
理
の
ギ
ロ
ス
を
作

り
ま
す
。

と
　
き　

11
月
12
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

日
滝
地
域
公
民
館

講
　
師　

高
津
孝
道
さ
ん

内
　
容　

７
種
類
の
ス
パ
イ
ス
を

　
　
　
　

使
っ
た
豚
肉
料
理

参
加
費　

６
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

ス
プ
ー
ン
、
食
器
用
ふ

　
　
　
　

き
ん

定
　
員　

15
人

申
込
期
限　

11
月
５
日
㈫

問
合
せ　

２
４
８
‐
１
６
８
６

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

棒
針
を
使
っ
て
「
ベ
ス
ト
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の

方
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
無
料
の
託
児
が
あ
り
ま
す
。
事

　

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

12
月
４
日
、
18
日
、
令
和

　
　
　
　

２
年
１
月
８
日
、
22
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

※
各
回
と
も
水
曜
日

と
こ
ろ　

南
部
地
域
公
民
館

講
　
師　

山
岸
美
香
子
さ
ん

参
加
費　

３
０
０
０
円
（
毛
糸
代
）

持
ち
物　

棒
針
11
号
（
８
号
～
10

　
　
　
　

号
で
も
可
・
当
日
購
入

　
　
　
　

で
き
ま
す
）
、
と
じ
針
、

　
　
　
　

か
ぎ
針
７
～
８
号
（
か

　
　
　
　

ぎ
針
は
お
持
ち
の
方
）

定
　
員　

８
人

申
込
開
始　

11
月
５
日
㈫

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
０
２
７
３

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▲豚スライスのロ
　ールキャベツの
　イメージ

▲かわいく
　　　作りましょう

▲ギロスの
　イメージ

食
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
も
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

と
　
き　

12
月
15
日
㈰　
　
　
　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

２
０
９
料
理
実
習
室

内
　
容　

お
肉
た
っ
ぷ
り
塩
レ
モ

　
　
　
　

ン
焼
き
そ
ば
、
デ
ザ
ー

　
　
　
　

ト　

他
３
品

講
　
師　

須
坂
市
食
生
活
改
善
推

　
　
　
　

進
協
議
会
の
皆
さ
ん

定
　
員　

高
校
生
10
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん

申
込
期
限　

12
月
６
日
㈮

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

▲手編みのベストの
　イメージ
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第
26
回
信
州
須
坂

　
　
　
　
と
よ
お
か
新
そ
ば
祭
り

と
　
き　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～

と
こ
ろ　

豊
丘
活
性
化
施
設

　
　
　
　

そ
の
さ
と
ホ
ー
ル

開
場
・
そ
ば
引
換
券
販
売
開
始

　
　
　
　

午
前
11
時
15
分
～

※
新
そ
ば
３
５
０
食
限
定
販
売

　
　
　
　
　

１
人
前
４
０
０
円

販
　
売　

地
元
お
や
き
、
お
で
ん
、

　
　
　
　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
加
工
品
、

　
　
　
　

は
ち
み
つ
、
須
坂
銘
菓
、

　
　
　
　

花か

き卉
、
地
元
野
菜
、
ス

　
　
　
　

ム
ー
ジ
ー
の
試
飲
な
ど

主
　
催　

豊
丘
地
域
づ
く
り
推
進

　
　
　
　

委
員
会

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
９
７
６
８

イ
ベ
ン
ト

体
験

シ
ニ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
全
２
回
〉

　

都
内
か
ら
須
高
に
拠
点
を
移
し
、

「
身
体
表
現
」
活
動
に
励
ん
で
い

る
ダ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
ダ

ン
ス
ク
ラ
ス
で
す
。

　

ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
進
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
疲
れ
を
感
じ

た
場
合
は
気
軽
に
休
憩
を
と
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
。
普
段
し
な
い
動

き
に
も
取
り
組
み
な
が
ら
身
体
と

心
を
健
や
か
に
し
て
い
き
ま
せ
ん

か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

使
い
方
が
今
ひ
と
つ
分
か
ら
な

い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
便
利
技
が
知

り
た
い
な
ど
、
初
心
者
か
ら
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

※
各
講
座
と
も
に

講
　
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
Ｓ
Ｏ

　
　
　
　

Ｈ
Ｏ
支
援
協
議
会
の
方

参
加
費　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
　
員　

10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
方
法
、
友
だ

ち
の
追
加
な
ど
の
基
本
的
な
使
い

方
を
学
び
ま
す
。

●
日
滝
地
域
公
民
館

と
　
き　

11
月
26
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

申
込
開
始　

11
月
５
日
㈫

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
６
８
６

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

ス
マ
ホ
な
ど
を
使
っ
て
楽
し
く

体
験
し
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん
の
疑

問
に
も
お
答
え
す
る
講
座
で
す
。

●
豊
洲
地
域
公
民
館
〈
全
３
回
〉

と
　
き　

12
月
４
日
、
11
日
、
18
日

※
各
回
と
も
水
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

申
込
開
始　

11
月
５
日
㈫

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
３
２
３
２

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
連
携
な

ど
ち
ょ
っ
と
し
た
便
利
技
、
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
の
紹
介
な
ど
、
幅
広

く
学
び
ま
す
。

●
井
上
地
域
公
民
館
〈
全
８
回
〉

と
　
き　

12
月
11
日
㈬
、
12
日
㈭
、

　
　
　
　

13
日
㈮
、
16
日
㈪
、

　
　
　
　

17
日
㈫
、
18
日
㈬
、

　
　
　
　

19
日
㈭
、
20
日
㈮

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

申
込
開
始　

11
月
５
日
㈫

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
４
８
８

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

オ
ン
ラ
イ
ン
画
像
や
ワ
ー
ド
ア

ー
ト
、
デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
写
真

な
ど
を
使
っ
て
作
成
し
ま
す
。

●
高
甫
地
域
公
民
館
〈
全
５
回
〉

と
　
き　

11
月
14
日
㈭
、
15
日
㈮
、

　
　
　
　

18
日
㈪
、
19
日
㈫
、

　
　
　
　

20
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
９
２
５

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
井
上
地
域
公
民
館
〈
全
３
回
〉

と
　
き　

11
月
18
日
㈪
～
20
日
㈬

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

申
込
開
始　

11
月
５
日
㈫

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
４
８
８

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

と
　
き　

11
月
５
日
、
12
日

※
各
回
と
も
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
11
時
～
正
午

と
こ
ろ　

創
造
の
家　

音
楽
室

講
　
師　

鈴
木
彩
華
さ
ん

参
加
費　

初
回
１
０
０
０
円

　
　
　
　

２
回
目
１
５
０
０
円

持
ち
物　

飲
み
物

服
　
装　

動
き
や
す
い
服
装

問
合
せ　

☎
０
８
０
‐
５
０
９
９

　
　
　
　

‐
９
４
６
５
（
鈴
木
）

展
示

傘
寿
を
記
念
し
て

　
　
　
　
　
絵
画
グ
ル
ー
プ
展

　

傘さ
ん
じ
ゅ寿

を
記
念
し
て
相
森
中
学
校

卒
業
同
級
生
に
よ
る
絵
画
展
で
す
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
初
心
に
返

り
描
い
た
作
品
で
す
。

と
　
き　

11
月
20
日
㈬
～

　
　
　
　

12
月
３
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
～
閉
館
ま
で

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
０
８
９
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
越
）

▲鈴木彩華さん

▲昨年の様子

パ
ソ
コ
ン
年
賀
状

パ
ソ
コ
ン
総
合
講
座

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
座

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
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親
子
で
学
び
ま
し
た

ま
な
び
ー
隊

「
親
子
歴
史
文
化
教
室
」

　

９
月
23
日
（
月
・
祝
）
に
中
央

地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
第
２
部

会
（
大
羽
久
敏
部
会
長
）
と
の
共

催
で
「
親
子
歴
史
文
化
教
室
」
を

開
催
し
、
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
案
内
で

中
央
公
民
館
を
出
発
し
た
参
加
者

は
、
須
坂
藩
主
の
館
跡
の
須
坂
小

学
校
・
奥
田
神
社
を
訪
ね
ま
し
た
。

須
坂
藩
の
政
治
の
中
心
地
だ
っ
た

こ
と
や
、
「
時
の
鐘
」
は
大
正
初

年
に
現
在
の
地
に
移
さ
れ
た
こ
と

な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
「
奥
田
神

社
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
の
は
誰
で
し

ょ
う
か
？
」と
質
問
す
る
と
、
「
堀

直
虎
！
」
と
元
気
よ
く
大
き
な
声

で
答
え
る
小
学
生
も
い
て
、
身
近

な
歴
史
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え

ま
し
た
。
（
奥
田
神
社
の
祭
神
は
、

初
代
藩
主
堀
直
重
と
13
代
藩
主
堀

直
虎
で
す
）

　

勝
善
寺
で
は
、
宝
物
殿
に
あ
る

親し
ん
ら
ん
し
ょ
う
に
ん

鸞
上
人
直
筆
の
も
の
と
さ
れ
る

「
帰き

み
ょ
う
じ
ん
じ
っ
ぽ
う
む
げ
こ
う
に
ょ
ら
い

命
尽
十
方
無
礙
光
如
来
」
の

掛
け
軸
な
ど
、
貴
重
な
資
料
を
拝

見
し
ま
し
た
。

　

墨
坂
神
社
芝
宮
で
は
、
本
殿
の

軒
下
に
あ
る
見
事
な
彫
刻
は
戸
隠

伝
説
の
一
場
面
で
あ
る
こ
と
や
、

本
殿
西
に
あ
る
弥
栄
神
社
に
は
素す

戔さ
の
お
の
み
こ
と

嗚
尊
が
祀
っ
て
あ
る
こ
と
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

　

太
子
堂
で
は
、
聖
徳
太
子
像
の

御
本
尊
を
拝
観
し
ま
し
た
。
普
段

は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な

体
験
に
、
子
ど
も
た
ち
も
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

旧
小
田
切
家
住
宅
で
は
、
館
長

の
山
﨑
あ
お
い
さ
ん
か
ら
、
製
糸

業
で
栄
え
た
須
坂
の
歴
史
を
伝
え

る
重
要
な
建
物
で
あ
る
こ
と
や
、

須
坂
市
で
唯
一
長
野
県
宝
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
お
聞
き
し
て

建
物
内
外
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

親
子
で
須
坂
の
歴
史
に
触
れ
る

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
感
想

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
所
を
知
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
。

　

子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
。

▲子どもたちに語りかける
　インストラクター（右）

▲旧小田切家住宅では水車
　小屋も見学しました

▲太子堂でインストラクター　
　の話に耳を傾ける参加者

・・

生
涯
学
習
推
進
員
が

　
　

取
材
し
ま
し
た

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
っ
て
す
て
き
！

　「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ぺ
ん
ぺ
ん
」

　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
キ
ー
ボ
ー
ド

奏
者
の
２
人
が
託
児
サ
ー
ク
ル
で

出
会
い
、
「
ど
こ
か
で
演
奏
し
た

い
ね
！
」
と
意
気
投
合
し
て
、
10

年
前
に
「
宅
幼
老
所
な
ず
な
豊
丘
」

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
演
奏
が
実
現

し
ま
し
た
。
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

ぺ
ん
ぺ
ん
」
の
ぺ
ん
ぺ
ん
は
、
初

め
て
演
奏
を
披
露
し
た
施
設
名
の

一
部
「
な
ず
な
」
の
別
名
ぺ
ん
ぺ

ん
草
の
「
ぺ
ん
ぺ
ん
」
を
と
っ
て

命
名
し
ま
し
た
。

　

２
人
か
ら
始
ま
り
、
子
ど
も
の

小
学
校
の
お
母
さ
ん
つ
な
が
り
や
、

知
り
合
い
の
管
楽
器
奏
者
が
集
ま

っ
て
、
現
在
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
サ
ッ
ク
ス
２
人
・

キ
ー
ボ
ー
ド
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
男
女
６
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

取
材
に
伺
っ
た
日
は
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
寿
楽
園
」
で
の
演
奏

会
で
し
た
。
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
か

ら
始
ま
り
、
時
代
劇
の
メ
ド
レ
ー

を
演
奏
し
、
楽
器
と
メ
ン
バ
ー
を

紹
介
。
続
い
て
、
美
空
ひ
ば
り
さ

ん
の
「
愛あ

い
さ
ん
さ
ん

燦
々
」
、
テ
レ
サ
・
テ
ン

さ
ん
の
「
時
の
流
れ
に
身
を
ま
か

せ
」
な
ど
な
じ
み
の
あ
る
曲
を
演

奏
し
ま
し
た
。
演
奏
が
始
ま
る
と

終
始
口
ず
さ
ん
で
い
る
方
も
い
て
、

和
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。　

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ぺ
ん
ぺ
ん
の
メ

ン
バ
ー
は
「
子
育
て
中
の
母
親
が

中
心
で
、
週
に
一
度
の
練
習
が
や

っ
と
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し

い
で
す
。
こ
う
し
た
発
表
の
機
会

は
私
た
ち
も
励
み
に
な
り
ま
す
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、「
八
丁
鎧
塚
ま
つ
り
」や

「
高
甫
地
区
文
化
祭
」
、
福
祉
施
設

で
の
演
奏
な
ど
精
力
的
に
活
動
し

ま
し
た
。
今
年
８
月
か
ら
「
ま
ち
づ

く
り
出
前
講
座
」
に
新
規
に
登
録

さ
れ
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
推
進
員
広
報
部
会

　
　
　
　
　

宮
本　

一
敬　

記
）

出
前
講
座
の
問
合
せ

　
　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

▲寿楽園での演奏会の様子

★
９
月
～
11
月
は
、
生
涯
学
習
推
進
期
間
で
す
。
こ
の
期
間
に
、
自
分
た
ち
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
生
涯
学
習
の
あ
り
方
・
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



ヒ
ン
ト
…
３
ペ
ー
ジ
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●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お
き
の
話
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
か
一
言

ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え
て
、
左
上
の

あ
て
先
へ
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

11
月
19
日
㈫
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

ー問題ー

午
前
１
時
〇
分

北
相
之
島
町
の
堤
防
を
千
曲
川

が
越
水
し
た
時
刻
は
？

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

市

イ

ク

報

ズ

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　�

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

�

…
…
５
人

須
坂
温
泉
古
城
荘
提
供

③
ホ
タ
テ
の
海
鮮
中
華
粥
と
鶏
肉

の
生
姜
中
華
粥（
各
２
食
）…
５
人

ア
ス
ザ
ッ
ク
フ
ー
ズ
株
式
会
社
提
供

　

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送

私
は
冷
え
性
な
の
で
、
手
が
冷
た

く
な
り
、
手
袋
を
し
た
い
感
じ
に

な
り
ま
す
。
何
か
改
善
策
は
あ
り

ま
す
か
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
ひ
ま
わ
り
さ
ん

　
73
歳
）

●
血
流
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
手

袋
や
カ
イ
ロ
な
ど
で
温
め
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
改
善
策

は
…
誰
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
が
読
ん
だ
本

　

子
ど
も
に
読
ん
だ
本
が
捨
て
ら

れ
ず
に
大
切
に
と
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
孫
が
来
た
と
き
に
そ
の
本
を
読

ん
で
あ
げ
る
と
喜
ん
で
目
を
輝
か

せ
ま
す
。
私
も
子
育
て
し
て
い
た

頃
に
戻
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
山
大
好
き
女
さ
ん
　
68
歳
）

●
子
ど
も
さ
ん
と
、
お
孫
さ
ん
に

読
ん
で
い
る
山
大
好
き
女
さ
ん
の

心
境
な
ど
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
々
の
良
さ
が
あ
り
、
当
時

本
を
読
ん
で
い
た
頃
の
記
憶
が
よ

み
が
え
り
ま
す
ね
。

整
備
し
て
い
る
方
に
感
謝

　
９
カ
月
に
な
る
子
ど
も
と
の
散

歩
が
日
課
で
す
。

　
河
東
線
跡
地
の
遊
歩
道
に
咲
い

て
い
る
お
花
が
と
て
も
き
れ
い
で
、

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
整
備
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

々
に
感
謝
で
す
。

　
　
　
　 

（
会
津
さ
ん

　
29
歳
）

●
花
を
咲
か
せ
る
に
は
、
肥
料
や

水
や
り
な
ど
日
頃
か
ら
の
管
理
が

大
切
で
す
。
会
津
さ
ん
の
言
葉
が

届
い
て
ほ
し
い
で
す
。

子
ど
も
の
笑
顔

　

子
が
生
ま
れ
て
早
９
カ
月
。
妊

娠
か
ら
育
児
ま
で
…
初
め
て
だ
ら

け
で
大
変
だ
け
ど
、
毎
日
が
楽
し

い
で
す
。

　
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
、
で
き
る

こ
と
が
増
え
て
、
パ
ワ
フ
ル
に
ハ

イ
ハ
イ
し
て
、
笑
顔
を
た
く
さ
ん

見
せ
て
く
れ
て
幸
せ
で
す
。

　

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
プ
ニ
ノ
フ
マ
マ
さ
ん

　
28
歳
）

●
子
ど
も
の
笑
顔
に
勝
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
ね
。
ク
ス
ク
ス
と
声

を
出
し
て
笑
う
と
た
ま
ら
く
か
わ

い
い
で
す
。
映
像
に
残
し
て
お
く

と
良
い
思
い
出
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

お
ふ
ろ
で
あ
る
く
の
が
大
す
き

　

パ
パ
と
マ
マ
と
お
ふ
ろ
の
や
く

そ
く
を
し
て
守
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
ぼ
く
は
大
き
な
お
ふ
ろ

が
大
す
き
。ど
う
し
て
か
っ
て
、大

き
な
お
ふ
ろ
で
あ
る
け
る
か
ら
。

　
　
　
　 

（
北
堀
さ
ん
　
３
歳
）

●
大
き
な
お
ふ
ろ
は
プ
ー
ル
み
た

い
で
た
の
し
い
で
す
ね
。
お
と
う

さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
と
の
や
く
そ

く
を
ま
も
れ
て
え
ら
い
ね
。

元
通
り
に
戻
り
ま
す
よ
う
に

　

今
回
の
台
風
19
号
は
、
あ
ま
り

に
も
災
害
の
規
模
が
大
き
く
、
水

の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
も
過
去
に
自
宅
が
床
下
浸
水

に
な
り
ま
し
た
。

　
１
日
も
早
く
元
通
り
の
生
活
に

戻
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
で
き
る
範
囲
で
す
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

 

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　

　
　
　
コ
ス
モ
ス
さ
ん

　
61
歳
）

●
被
災
現
場
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
、
避
難
所
な
ど
を
回
っ
て
思

っ
た
こ
と
は
、
同
じ
須
坂
市
民
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
ま
ず
は
皆
さ
ん
に
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
カ
メ
ラ
を

も
ち
ま
し
た
。

楽
し
ん
で
子
育
て
し
た
い

　
現
在
妊
娠
９
カ
月
で
す
。
夫
と

２
人
暮
ら
し
で
心
細
か
っ
た
の
で

す
が
、
子
育
て
の
手
厚
い
支
援
が

あ
る
こ
と
を
広
報
須
坂
で
知
り
ま

し
た
。

　
育
児
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し

た
が
、
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
楽

し
ん
で
子
育
て
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　 

（
保
谷
さ
ん
　
34
歳
）

●
広
報
の
目
的
で
あ
る
情
報
を
発

信
し
て
、
必
要
な
方
に
届
く
こ
と

が
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
保
谷
さ

ん
に
届
い
て
う
れ
し
い
で
す
。
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
楽
し
ん
で
子

育
て
し
て
く
だ
さ
い
。

手
が
冷
た
い

　

す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま
し
た
。

※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

～10月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー



・35・ 2019年11月号

市外局番…（026）

子育て支援センター・児童センター

★集まりの日（11:00～）

　６日㈬　避難訓練とさつまいも会

　持ち物…水筒(水またはお茶）

　13日㈬　シルバー交流 すいとん会

　持ち物…水筒(水またはお茶）、子ども用スプーン

　20日㈬　「ファミリーバンド・おたまじゃくし♪」

　によるコンサート

　27日㈬　乳幼児の救急法

【開放時間などのお知らせ】

　子育て支援センターの開放は月～土曜日10:00～17:00

です。南部・東部・北部の児童センターの開放は月

～土曜日10:00～12:00で、土曜日のみ14:00～17:00も

利用できます。詳細は各児童センターへお問い合わ

せください。水曜日は「集まりの日」です。

　問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　　☎/２４５‐６５８８

児
童

幼
児
・
親
子

児
童

６日㈬ 15:45～ さつまいもクッキング
13日㈬ 15:45～ レッツ!バドミントン①
27日㈬ 15:45～ レッツ!バドミントン②

６日㈬ 10:30～ 簡単おやつ作り(さつまいも）
12日㈫ 11:00～ すくすく子育て応援☆家庭    
               児童相談員＆リズム遊び
20日㈬ 10:30～ リース作り
27日㈬ 10:30～ カレンダー作り

６日㈬ 15:00～ おやつ作り
13日㈬ 15:45～ 避難訓練③
22日㈮ 15:45～ 折り紙であそぼう!
28日㈭ 15:45～ 認定会(トランポリン、一輪車他）

南部児童センター

馬場町 ☎245-5010/245-6588中央児童センター

児
童

６日㈬ 15:30～ おやつde蒸しパン
13日㈬ 15:45～ ニュースポーツで遊ぼう
20日㈬ 15:45～ ハーモニカコンサート
27日㈬ 15:45～ 認定会(一輪車、なわとび他）

６日㈬ 11:00～ さつまいもほり
13日㈬ 11:00～ すくすく子育て応援☆家庭児童相談員

20日㈬ 11:00～ 動物園に行こう♪
27日㈬ 11:00～ 誕生会(９～12月）＆さつま汁パーティー

幼
児
・
親
子

児
童

６日㈬ 15:45～ 避難訓練③
13日㈬ 14:45～ いもスイーツを作ろう
21日㈭ 15:45～ 認定会(トランポリン、一輪車他）
27日㈬ 15:45～ 囲碁教室③

６日㈬ 10:30～ フライパンdeナン＆誕生会(７～11月）

13日㈬ 11:00～ すくすく子育て応援☆家庭児童相談員

20日㈬ 11:00～ アロマストーン作り(要申込）
27日㈬ 11:00～ リース作り

北部児童センター

東部児童センター 高橋町 ☎/246-0079

北旭ケ丘町 ☎/248-8381

屋部町 ☎/248-2330

幼
児
・
親
子

★子育て相談(11:00～）

　11日㈪　家庭児童相談員による子育て相談

　18日㈪　管理栄養士による食育相談

★ミニ講座(11:00～）

　25日㈪　赤ちゃんマッサージ

　定員20人(おおむね６カ月児・要申込）

  持ち物…バスタオル

　パルフェ
　音楽をかけながら楽しく身体を動かす
エクササイズサークルです。タイの国技
であるムエタイのキック・パンチの動き
をベースにいい汗をかきます。
　代表の上條志織さんは「子育て中は自
分のために身体を動かす機会が少ないと
思います。子ども連れで参加でき、たくさ
ん身体を動かした後は気分爽快です。運
動経験の無い方でも気軽に参加できます。
多くの方にぜひ１度は体験していただき
たいです！」と参加者を募っています。
詳細は子育て支援センターまで。
年内活動日　▼11月８日㈮▼12月13日㈮
　　　　　両日とも午前10時30分～正午
場所　須坂市勤労青少年ホーム 創造の家 
料金　500円/回

～子育てサークルを紹介します～

お父さん…允さん／お母さん…美保さん

ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎248-9017）

　この子の誕生が、家族の絆をより一層強く結びつけて

くれました。人と人とのつながりを大切にし、周りの人た

ちを包み込む優しさを持って欲しいと思い名付けました。

　友達と遊ぶのが大好きで、子育て支援センターではい

つも元気にニコニコ笑顔で遊んでいます。これからもわ

が家のアイドルとしてニコニコ笑顔で元気に成長して行

ってね。

矢
や じ ま

島 結
ゆ い

衣 ちゃん

（１歳２カ月）
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今年の収穫量は過去最高

きのこの種類が多くてビックリ

子どもたちの健康を考えて

村山早
わ せ

生ごぼうを収穫

第50回記念展

須坂産まれのワッサーと八町きゅうり

の爽快スムージーで連覇

　日野小学校３年生児童47人は、村山早生

ごぼう組合の方から指導を受けて、種をま

き、育て上げたごぼうを収穫しました。児童

は「掘るのが大変」と言いながら、折れない

ように移植ごてで慎重に掘り起こしました。

　村山早生ごぼう組合代表の黒岩粂蔵さん

は「今年で６年目の収穫となりますが、出

来と収穫量は過去最高です」と話していま

した。　　　　　　　　　　 　〔10月17日〕

　第50回記念須坂きのこ展（須坂きのこ展

実行委員会の主催）が10月５～６日に須坂

市勤労青少年ホーム 創造の家で開催され

467人が来場し、約140種類のきのこの展示

などを楽しみました。きのこ名前クイズに

参加した市内の小学３年生は「全問正解で

きた。きのこの種類が多くてビックリした」

と話していました。 　　　　　〔10月６日〕

　須坂健康まつりが信州医療センター病院

祭と共同開催し、約2,600人が参加しました。

健康スムージーレシピコンテストでは、最

終審査に残った５組がレシピを発表しまし

た。昨年に引き続き１位となった須坂市学校

給食センター栄養教諭Ｓister’sは「小・中学

生の約３分の１以上が便秘というアンケー

ト結果から須坂素材いっぱいのスムージー

を考えました」と話していました。〔10月５日〕

●まちの出来事
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人口・・・・・・・・50,654（-24）

 男 ・・・・・・・・24,648（- 6）

 女 ・・・・・・・・26,006（-18）

世帯・・・・・・・・20,034（+ 2）

（　）内は前月比
※住民登録者数による集計

2019年10月１日現在

その他 １ ６ ６

昨年
同期

０

★災害情報

火　災

傷　者

救急出動

その他 65 496 468

救  助

交通事故

交通事故

急　病 106 1184 1184
９ 82 100

０ ５ 10

１ 11 16

180 1762 1752

死　者 ０ ０ ４
０ ２ １

０ 12 19

９月
昨年
同期

 2019年
１～９月

★交通事故

９月  2019年
１～９月

９傷者

件数

死者 ０ ０

９ 89

◎火災・救急・救助は

　局番なしの１１９

◎火災などの問合せは

　消防情報ダイヤル

　☎２４５-１１１９

118

106

104

下水への排水のお願い

義援金を受け付けています

　排水の受け入れを停止していた処理場（クリーンピア千曲）は、10月19日から受け入れが再開されました。

市民の皆様には節水などのご協力をいただきありがとうございました。

　現在は、非常時に国が認める汚水を塩素消毒だけで河川に放流する「簡易処理」を行っていますので、皆様

には、引き続き洗剤の適量使用など、環境負荷に配慮した下水道の利用にご協力をお願いします。

【環境負荷に配慮の例】

〇洗濯や洗い物の洗剤は適量を使う。

〇固形物（野菜くずなど）を流さない。

〇残った油類（マヨネーズやドレッシングなどを含む）やお酒を流さない。

〇汚れたフライパンやお皿は紙で拭いてからまとめて洗う。

〇米のとぎ汁は庭やプランターなどにまく。

〇排水溝に髪の毛を流さない。

連日、多くの方がボランティアをしてくださっています。

●台風19号により被災された市民の皆様を支援するため義援金を受け付けています。お寄せいただいた義援

金は、被災された市民の皆様へお届けします。 

受付方法　下記の口座へお振り込みいただくか、市役所高齢者福祉課窓口へお持ちください。

【口座情報】　八十二銀行　須坂市役所出張所　（普）１３２５５８

 　　　　　 口座名義：須坂市台風災害義援金　スザカシタイフウサイガイギエンキン

※八十二銀行本支店の窓口からの振り込みは手数料が無料になりますが、ＡＴＭによる振り込みは手数料が

発生します。また、八十二銀行個人向インターネットバンキングからの振込手数料は無料ですが、それ以外

のインターネットバンキングによる振込手数料は発生します。

※振込票の控えをもって寄付控除などを受けるための領収書（証明書）に代えることができます。 

【領収書が必要な方へ】　高齢者福祉課窓口へ持参された方は窓口でお申し出ください。振り込みの方は、住

所、氏名、金額、電話番号、振込日を、高齢者福祉課にご連絡ください。

問合せ　高齢者福祉課（☎026‐248‐9020）

●日本赤十字社の義援金を受け付けています。こちらは全国の被災された方にお届けします。

募金箱の設置　▼市社会福祉協議会▼老人福祉センター永楽荘▼老人福祉センターくつろぎ荘▼市役所１階

　　　　　　　総合案内窓口・高齢者福祉課窓口▼須坂市中央公民館▼市内の各地域公民館▼メセナホール

【領収書が必要な方へ】　高齢者福祉課または市社会福祉協議会にお申し出ください。

問合せ　高齢者福祉課（☎026‐248‐9020）



発
行
日
　
2
0
1
9
年
1
1
月
１
日

発
行
/
編
集
　

須
坂

市
役

所
/総

務
部

政
策

推
進

課
☎
０
２
６
‐２
４
５
‐１４

０
０
（代

表
）　

０
２
６
‐２
４
６
‐０
７５

０
〒

382-8511 長
野
県
須
坂
市
大
字
須
坂
1528-1

URL https://www.city.suzaka.nagano.jp /
Eメ

ー
ル
 info@city.suzaka.nagano.jp

印
刷

部
数

1
9
,
7
0
0
部
（

印
刷

経
費

１
部

あ
た

り
約

39円
）

印
刷
　
株
式
会
社
オ
フ
セ
ッ
ト

台風19号による応援メッセージ

〇西日本豪雨ではたくさんの方々に支えていただきました。その時の感謝とお礼を私たちが行う番で

　す。一緒に乗り越えましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【広島県】

〇私は現在東京に住んでいますが長野出身です。 少しでもお力になれるとうれしいです。 頑張ってく

　ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【東京都】

〇１日も早く復興してください。　　　　　　　　　　　　　                           【沖縄県】

〇大学の友人が住んでいる街なので支援しました。 今回被害に遭われた方および自治体の早期復興を

　願っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           【茨城県】

〇がんばれ須坂 !浦和から応援しています。　　　　　　　　　　　　　　　　          【埼玉県】

〇災害に負けずに頑張って乗り越えてください。また、若い働き手の皆さんが地元を離れませんよう

　に。私の願いが一人ひとりに届きますように。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【神奈川県】

〇須坂市出身です。故郷の千曲川があんな姿を見せるなんてとても信じられない思いです。不便を強

　いられている皆さんが早く日常を取り戻せることを願っています。微力ではありますが、力になれ

　たらとおもいます。    　                                                         【岐阜県】

〇会社の仲間が須坂にいます。松本で離れていますが、何かあれば力になります。        【長野県】

〇以前須坂市に住んでいたことがあるので今回の災害にはとても驚いています。 微力ではございます 

　が、支援させていただきます。                                                    【愛知県】

〇皆様の１日も早い日常への復興を願っております。                                 【神奈川県】

〇友人が須坂市に住んでいます。長野にはよく行き、大好きな県なので、長野全体大変だと思います。

　応援しています。                                                                 【埼玉県】

〇私は以前に長野県に住んでいました。妻は須坂にゆかりがあります。とても身近に感じる須坂の皆

　さんのために非力ながら、復興をお祈りしています。 　　　　　　　　　　　　　　　【神奈川県】

〇今年の５月に88歳で他界した母が、須坂市の生まれで、私自身も幼少の頃からこれまで数え切れな

　いくらい須坂市を訪れて、いろいろとみなさまにお世話になりました。母なる川、千曲川の氾濫で

　須坂市が被災されたという報道に接し、いても立ってもいられない気持ちです。応援しています。

　がんばろう信州、がんばろう須坂。         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【群馬県】

〇大変な災難に見舞われてしまいましたが、平常な日常に戻れるように頑張りましょう。  【東京都】

〇だいぶ昔のことですが、須坂で勤務し、２年くらい住んでいました。いい思い出しかありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 【神奈川県】

〇相之島団地に４歳まで住んでいました。テレビで見たときショックをうけました。少しでも力にな

　らせてください。早く元の生活に戻りますように。                                  【東京都】

〇知人が須坂に住んでいて被災されました。現地でお手伝いしたいと思います。１日も早く、穏やか

　な日常を取り戻されますように祈っております。                                　　【長野県】

〇思い出深い須坂市の復興を心からお祈り申し上げます。                               【大阪府】

〇早く日常生活が戻るように応援しています！                                        【東京都】

〇須坂市のローカルヒーロー、スザカイザーのファンです。このたびは台風での大きな被害、お見舞

　い申し上げます。１日も早い復旧のために応援させていただきます。        　　　　　【北海道】

〇被災された方々は、私には想像もできないほどのつらい日々を送られていることと思います。１日 

　も早く立ち上がることを願っております。　　　　　　　            　　　　　　 　 【東京都】

〇台風19号被災者の皆様、お見舞い申し上げます。１日も早い復旧を祈っております。    【埼玉県】

〇須坂市のフルーツが昔から大好きです。この度は大きな災害にあわれて大変だと思います。応援し

　ています。                                                              　　  　【長野県】

〇私のふるさとが変わり果て、とても胸が痛いです。被災された方は私以上に胸がはち切れそうだと

　いと思いますが、復興に向けて頑張ってください。陰ながら応援しています。　　　　　【新潟県】

〇豪雨被害に負けず頑張ってください！                                              【岡山県】

〇就職を機に初めて来た長野、初任地は須坂でした。人のあたたかい街で、本当に大好きなところです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【長野県】

〇須坂は私にとっては縁のある場所。１日でも早い復興を祈っております。応援しています！【長野県】

〇市民の皆さんが安心して過ごせる日が、一刻も早く戻ってきますように。　　　　　　　　【長野県】

〇須坂のローカルヒーロー、我竜神スザカイザーさんが大好きで、須坂市へはよく遊びに行っている

　ので、知っている地域の突然のことに驚いております。１日でも早く皆様に笑顔が戻りますよう、

　微力ですがお手伝いさせていただければと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　【長野県】

〇いつまでも、支えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【愛知県】

〇地元である須坂市頑張ってください。東京から応援しています。　　　　　　　　　　　【東京都】

〇以前住んでおりました。大きな被害を受けて大変だと思いますが、ぜひまた以前のように復興して

　ください！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【長野県】

〇乗り越えましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【東京都】
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